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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のゲートラインと複数のソースラインとが交差する部分のそれぞれに対応してスイ
ッチング素子および画素電極を含む表示画素が配置された表示装置の駆動方法であって、
　同一のゲートラインに接続された第１表示画素および第２表示画素につき、該第１表示
画素に接続するソースラインに隣接するとともに該第１表示画素の画素電極との間に寄生
容量を形成するソースラインが、上記第２表示画素に接続しているものとして、
　第１表示画素への入力信号階調のレベルをＬＡ、他の第２表示画素への入力信号階調の
レベルをＬＢ、上記ＬＡおよび上記ＬＢを入力値とする関数をＦ（ＬＡ、ＬＢ）とした場
合、
　上記第１表示画素への書き込み信号階調のレベルＬoutが、Ｌout＝ＬＡ＋Ｆ（ＬＡ、Ｌ
Ｂ）にて算出される階調レベルとなるように、上記第１表示画素への書き込み信号電圧を
、該第１表示画素の入力信号電圧を上記第２表示画素への入力信号電圧あるいは上記第２
表示画素への書き込み信号電圧に基づいて補正した電圧とし、
　上記ＬＡが所定のしきい値より小さい場合、Ｆ（ＬＡ、ＬＢ）＝ｋ（ＬＡ－ＬＢ）と定
義され（ただし、ｋ＞０）、
　上記ＬＡが当該しきい値より大きい場合、Ｆ（ＬＡ、ＬＢ）は一定値を出力する関数と
して定義されることを特徴とする表示装置の駆動方法。
【請求項２】
　０から最大階調レベルに含まれる整数から複数の整数を抽出し、該複数の整数のそれぞ
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れをＬＡとした場合におけるＦ（ＬＡ、０）の値を、対応するＬＡの値と関連付けて予め
ルックアップテーブルに格納する一方、
　上記ルックアップテーブルに格納されていないＬＡを入力とするＦ（ＬＡ、ＬＢ）の値
を、該ルックアップテーブルに格納されたＬＡの値と、該ＬＡの値に対応するＦ（ＬＡ、
０）の値と、Ｆ（ＬＡ、ＬＢ）＝０を満たすＬＡおよびＬＢの値と、に基づき補間するこ
とを特徴とする請求項１に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項３】
　ＬＡ＞ＬＢの場合、上記補間を直線補間により行うことを特徴とする請求項２に記載の
表示装置の駆動方法。
【請求項４】
　ＬＡ＜ＬＢの場合、Ｆ（ＬＡ、ＬＢ）＝０と定義されていることを特徴とする請求項１
ないし３のいずれか１項に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項５】
　複数のゲートラインと複数のソースラインとが交差する部分のそれぞれに対応してスイ
ッチング素子および画素電極を含む表示画素が配置された表示装置であって、
　同一のゲートラインに接続された第１表示画素および第２表示画素につき、該第１表示
画素に接続するソースラインに隣接するとともに該第１表示画素の画素電極との間に寄生
容量を形成するソースラインが、上記第２表示画素に接続しており、
　第１表示画素への入力信号階調のレベルをＬＡ、他の第２表示画素への入力信号階調の
レベルをＬＢ、上記ＬＡおよび上記ＬＢを入力値とする関数をＦ（ＬＡ、ＬＢ）とした場
合、
　上記第１表示画素への書き込み信号階調のレベルＬoutが、Ｌout＝ＬＡ＋Ｆ（ＬＡ、Ｌ
Ｂ）にて算出される階調レベルとなるように、上記第１表示画素への書き込み信号電圧を
、該第１表示画素の入力信号電圧を上記第２表示画素への入力信号電圧あるいは上記第２
表示画素への書き込み信号電圧に基づいて補正した電圧とし、
　上記ＬＡが所定のしきい値より小さい場合、Ｆ（ＬＡ、ＬＢ）＝ｋ（ＬＡ－ＬＢ）と定
義され（ただし、ｋ＞０）、
　上記ＬＡが当該しきい値より大きい場合、Ｆ（ＬＡ、ＬＢ）は一定値を出力する関数と
して定義されることを特徴とする表示装置。
【請求項６】
　上記複数のソースラインが互いに平行となるように配設されているとともに、
　第１表示色を表示する表示画素と、第２表示色を表示する表示画素と、第３表示色を表
示する表示画素とから構成される表示絵素を用いて画像表示を行い、
　以下の第１表示画素配列、第２表示画素配列、および第３表示画素配列が含まれている
ことを特徴とする請求項５に記載の表示装置。
　上記第１表示画素配列は、上記第１表示画素がスイッチング素子を介して接続されてい
る第１ソースラインにスイッチング素子を介して接続されている複数の表示画素からなる
とともに、上記第１表示色、上記第２表示色、および上記第３表示色のうちいずれか１色
が表示色として設定されている。
　上記第２表示画素配列は、上記第２表示画素がスイッチング素子を介して接続されてい
る第２ソースラインにスイッチング素子を介して接続されている複数の表示画素からなる
とともに、上記第１表示色、上記第２表示色、および上記第３表示色のうち上記第１表示
画素配列について設定された表示色を除く２色のうちいずれか１色が表示色として設定さ
れている。
　上記第３表示画素配列は、上記第１ソースラインと上記第２ソースラインとが隣接する
側とは反対側において上記第２ソースラインに隣接する第３ソースラインにスイッチング
素子を介して接続されている複数の表示画素からなるとともに、上記第１表示色、上記第
２表示色、および上記第３表示色から上記第１表示画素配列および上記第２表示画素配列
について表示色として設定されていない色が表示色として設定されている。
【請求項７】
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　上記表示絵素は、さらに、第４表示色を表示する表示画素を備えてなり、
　以下の第４表示画素配列をさらに含んでいることを請求項６に記載の表示装置。
　上記第４表示画素配列は、
　上記第２ソースラインと上記第３ソースラインとが隣接する側とは反対側において上記
第３ソースラインに隣接する第４ソースラインにスイッチング素子を介して接続されてい
る複数の表示画素からなるとともに、上記第４表示色が表示色として設定されている。
【請求項８】
　上記複数のソースラインが互いに平行となるように配設されているとともに、
　第１表示色を表示する表示画素と、第２表示色を表示する表示画素と、第３表示色を表
示する表示画素とから構成される表示絵素を用いて画像表示を行い、
　上記表示装置に含まれる３つの表示画素からなる第１表示画素グループ、および、該第
１表示画素グループに含まれる３つの表示画素とは異なる３つの表示画素からなる第２表
示画素グループについて、以下のように設定されていることを特徴とする請求項５に記載
の表示装置。
　上記第１表示画素グループに含まれる３つの表示画素は、
　上記第１ゲートラインにより駆動されるとともに上記第２表示画素が寄生容量を介して
接続されているソースラインにスイッチング素子を介して接続されている第３表示画素、
上記第１表示画素、および上記第２表示画素であり、
　上記第１表示画素、上記第２表示画素、および上記第３表示画素については、上記第１
表示色、上記第２表示色、および上記第３表示色のうちいずれか１色による表示色が互い
に異なるように設定されている。
　上記第２表示画素グループに含まれる３つの表示画素は、
　上記第１表示画素がスイッチング素子を介して接続されているソースラインと、上記第
１ゲートラインに隣接する第２ゲートラインとにスイッチング素子を介して接続されてい
る第４表示画素、
　上記第２表示画素がスイッチング素子を介して接続されているソースラインと、上記第
２ゲートラインとにスイッチング素子を介して接続されている第５表示画素、
　および上記第３表示画素がスイッチング素子を介して接続されているソースラインと、
上記第２ゲートラインとにスイッチング素子を介して接続されている第６表示画素であり
、
　上記第４表示画素について上記第３表示画素と同じ表示色、上記第５表示画素について
上記第１表示画素と同じ表示色、上記第６表示画素について上記第２表示画素と同じ表示
色が設定されている。
【請求項９】
　上記複数のソースラインが互いに平行となるように配設されているとともに、
　第１表示色を表示する表示画素と、第２表示色を表示する表示画素と、第３表示色を表
示する表示画素と、第４表示色を表示する表示画素とから構成される表示絵素を用いて画
像表示を行い、
　上記表示装置に含まれる４つの表示画素からなる第１表示画素グループ、および、該第
１表示画素グループに含まれる４つの表示画素とは異なる４つの表示画素からなる第２表
示画素グループについて、以下のように設定されていることを特徴とする請求項５に記載
の表示装置。
　上記第１表示画素グループに含まれる４つの表示画素は、
　上記第１ゲートラインにより駆動されるとともに上記第２表示画素が寄生容量のみを介
して接続されているソースラインにスイッチング素子を介して接続されている第３表示画
素、
　上記第１ゲートラインにより駆動されるとともに上記第３表示画素が寄生容量のみを介
して接続されているソースラインにスイッチング素子を介して接続されている第４表示画
素、
　上記第１表示画素、
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　および上記第２表示画素であり、
　上記第１表示画素、上記第２表示画素、上記第３表示画素、および上記第４表示画素に
ついては、上記第１表示色、上記第２表示色、上記第３表示色、および上記第４表示色の
うちいずれか１色による表示色が互いに異なるように設定されている。
　上記第２表示画素グループに含まれる４つの表示画素は、
　上記第１表示画素がスイッチング素子を介して接続されているソースラインと、上記第
１ゲートラインに隣接する第２ゲートラインとにスイッチング素子を介して接続されてい
る第５表示画素、
　上記第２表示画素がスイッチング素子を介して接続されているソースラインと、上記第
２ゲートラインとにスイッチング素子を介して接続されている第６表示画素、
　上記第３表示画素がスイッチング素子を介して接続されているソースラインと、上記第
２ゲートラインとにスイッチング素子を介して接続されている第７表示画素であり、
　上記第４表示画素がスイッチング素子を介して接続されているソースラインと、上記第
２ゲートラインとにスイッチング素子を介して接続されている第８表示画素であり、
　上記第５表示画素については上記第４表示画素と同じ表示色、上記第６表示画素につい
ては上記第１表示画素と同じ表示色、上記第７表示画素については上記第２表示画素と同
じ表示色、上記第８表示画素については上記第３表示画素と同じ表示色が設定されている
。
【請求項１０】
　上記複数のソースラインが互いに平行となるように配設されているとともに、
　第１表示色を表示する表示画素と、第２表示色を表示する表示画素と、第３表示色を表
示する表示画素とから構成される表示絵素を用いて画像表示を行い、
　上記表示装置に含まれる３つの表示画素からなる第１表示画素グループ、および、該第
１表示画素グループに含まれる３つの表示画素とは異なる３つの表示画素からなる第２表
示画素グループについて、以下のように設定されていることを特徴とする請求項５に記載
の表示装置。
　上記第１表示画素グループに含まれる３つの表示画素は、
　上記第１ゲートラインにより駆動されるとともに上記第２表示画素が寄生容量を介して
接続されているソースラインにスイッチング素子を介して接続されている第３表示画素、
上記第１表示画素、および上記第２表示画素であり、
　上記第１表示画素、上記第２表示画素、および上記第３表示画素については、上記第１
表示色、上記第２表示色、および上記第３表示色のうちいずれか１色による表示色が互い
に異なるように設定されている。
　上記第２表示画素グループに含まれる３つの表示画素は、
　上記第１表示画素がスイッチング素子を介して接続されているソースラインと、上記第
１ゲートラインに隣接する第２ゲートラインとにスイッチング素子を介して接続されてい
る第４表示画素、
　上記第２表示画素がスイッチング素子を介して接続されているソースラインと、上記第
２ゲートラインとにスイッチング素子を介して接続されている第５表示画素、
　および上記第３表示画素がスイッチング素子を介して接続されているソースラインと、
上記第２ゲートラインとにスイッチング素子を介して接続されている第６表示画素であり
、
　上記第４表示画素について上記第２表示画素と同じ表示色、上記第５表示画素について
上記第３表示画素と同じ表示色、上記第６表示画素について上記第１表示画素と同じ表示
色が設定されている。
【請求項１１】
　上記複数のソースラインが互いに平行となるように配設されているとともに、
　第１表示色を表示する表示画素と、第２表示色を表示する表示画素と、第３表示色を表
示する表示画素と、第４表示色を表示する表示画素とから構成される表示絵素を用いて画
像表示を行い、
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　上記表示装置に含まれる４つの表示画素からなる第１表示画素グループ、および、該第
１表示画素グループに含まれる４つの表示画素とは異なる４つの表示画素からなる第２表
示画素グループについて、以下のように設定されていることを特徴とする請求項５に記載
の表示装置。
　上記第１表示画素グループに含まれる４つの表示画素は、
　上記第１ゲートラインにより駆動されるとともに上記第２表示画素が寄生容量のみを介
して接続されているソースラインにスイッチング素子を介して接続されている第３表示画
素、
　上記第１ゲートラインにより駆動されるとともに上記第３表示画素が寄生容量のみを介
して接続されているソースラインにスイッチング素子を介して接続されている第４表示画
素、
　上記第１表示画素、
　および上記第２表示画素であり、
　上記第１表示画素、上記第２表示画素、上記第３表示画素、および上記第４表示画素に
ついては、上記第１表示色、上記第２表示色、上記第３表示色、および上記第４表示色の
うちいずれか１色による表示色が互いに異なるように設定されている。
　上記第２表示画素グループに含まれる４つの表示画素は、
　上記第１表示画素がスイッチング素子を介して接続されているソースラインと、上記第
１ゲートラインに隣接する第２ゲートラインとにスイッチング素子を介して接続されてい
る第５表示画素、
　上記第２表示画素がスイッチング素子を介して接続されているソースラインと、上記第
２ゲートラインとにスイッチング素子を介して接続されている第６表示画素、
　上記第３表示画素がスイッチング素子を介して接続されているソースラインと、上記第
２ゲートラインとにスイッチング素子を介して接続されている第７表示画素であり、
　上記第４表示画素がスイッチング素子を介して接続されているソースラインと、上記第
２ゲートラインとにスイッチング素子を介して接続されている第８表示画素であり、
　上記第５表示画素については上記第２表示画素と同じ表示色、上記第６表示画素につい
ては上記第３表示画素と同じ表示色、上記第７表示画素については上記第４表示画素と同
じ表示色、上記第８表示画素については上記第１表示画素と同じ表示色が設定されている
。
【請求項１２】
　上記複数のソースラインが互いに平行となるように配設されているとともに、
　第１表示色を表示する表示画素と、第２表示色を表示する表示画素と、第３表示色を表
示する表示画素とから構成される表示絵素を用いて画像表示を行い、
　以下のように設定される第１表示画素配列、第２表示画素配列、および第３表示画素配
列が含まれていることを特徴とする請求項５に記載の表示装置。
　上記第１表示画素配列は、
　上記第１表示画素がスイッチング素子を介して接続されている第１ソースラインにスイ
ッチング素子を介して接続されている複数の表示画素からなるとともに、上記第１表示色
、上記第２表示色、および上記第３表示色のうちいずれか１色が表示色として設定されて
いる。
　上記第２表示画素配列は、上記第２表示画素がスイッチング素子を介して接続されてい
る第２ソースラインにスイッチング素子を介して接続されている複数の表示画素からなる
とともに、
　上記第３表示画素配列は、上記第１ソースラインと上記第２ソースラインとが隣接する
側とは反対側において上記第２ソースラインに隣接する第３ソースラインにスイッチング
素子を介して接続されている複数の表示画素からなり、
　上記第２表示画素配列および上記第３表示画素配列に含まれる表示画素は、上記第１表
示色、上記第２表示色、および上記第３表示色から上記第１表示画素配列について設定さ
れた表示色を除く２色が市松パターンとなるように表示色が設定されている。



(6) JP 4184334 B2 2008.11.19

10

20

30

40

50

【請求項１３】
　上記表示絵素は、さらに、第４表示色を表示する表示画素を備えてなり、
　以下の第４表示画素配列をさらに含んでいることを請求項１２に記載の表示装置。
　上記第４表示画素配列は、上記第２ソースラインと上記第３ソースラインとが隣接する
側とは反対側において上記第３ソースラインに隣接する第４ソースラインにスイッチング
素子を介して接続されている複数の表示画素からなり、
　上記第２表示画素配列、上記第３表示画素配列、および上記第４表示画素配列に含まれ
る表示画素は、上記第１表示色、上記第２表示色、上記第３表示色、および上記第４表示
色から上記第１表示画素配列について設定された表示色を除く３色が市松パターンとなる
ように表示色が設定されている。
【請求項１４】
　上記第１表示色がＲ色、上記第２表示色がＧ色、上記第３表示色がＢ色であることを特
徴とする請求項６ないし１３のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項１５】
　上記第１表示色がシアン、上記第２表示色がマゼンタ、上記第３表示色がイエローであ
ることを特徴とする請求項６ないし１３のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項１６】
　上記第１表示色がＲ色、上記第２表示色がＧ色、上記第３表示色がＢ色、上記第４表示
色がホワイトであることを特徴とする請求項７、９、１１、１３のいずれか１項に記載の
表示装置。
【請求項１７】
　上記第１表示色がシアン、上記第２表示色がマゼンタ、上記第３表示色がイエロー、上
記第４表示色がグリーンであることを特徴とする請求項７、９、１１、１３のいずれか１
項に記載の表示装置。
【請求項１８】
　上記複数のソースラインに含まれる各ソースラインは、Ｌ字状部と逆Ｌ字状部とが交互
に繰り返されるように連結された形状にて配設されていることを特徴とする請求項５ない
し１７のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項１９】
　上記複数のソースラインに含まれる各ソースラインに対してスイッチング素子が接続さ
れている方向が、上記複数のゲートラインに含まれる各ゲートラインを跨ぐ毎に異なるよ
うに設定されていることを特徴とする請求項５ないし１７の表示装置。
【請求項２０】
　請求項１ないし４のいずれか１項に記載の表示装置の駆動方法をコンピュータに実行さ
せるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カラークロストークを低減することにより色再現性を向上させるための表示
装置の駆動方法、表示装置、およびプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　表示装置の色再現性については、従来より多くの欠陥が指摘されている。特に液晶表示
装置においては、以下の２つの欠陥が指摘されている。
【０００３】
　多くの液晶表示装置は、液晶の複屈折性を利用して透過光を得ているが、ＲＧＢ色それ
ぞれの画素の液晶が同一電圧に対して示す透過率が異なるため、たとえば同じ白色（Ｒ＝
Ｇ＝Ｂ）を表示しても、その階調によって色合いが異なってしまう場合がある。
【０００４】
　この問題に対しては、アナログ的またはデジタル的に、ＲＧＢ色について独立したγカ
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ーブを設定することが有効である。このようにＲＧＢ各色を独立に補正する技術は、たと
えば特許文献１に記載されている。
【０００５】
　また、シャッター型デバイスである液晶表示装置は、表示階調によらず各色の光漏れが
発生し、特に表示階調が低下してくると光漏れの影響で色純度（彩度）が低下する。さら
に、コントラストが十分であったとしても、多くの液晶表示装置では輝度効率が重要視さ
れているので、バックライトやカラーフィルターのスペクトル特性をブロードに設定しな
くては仕方がない状況におかれている。このような状況からしても、輝度低下に伴い彩度
が低下してしまう。
【０００６】
　これらの色純度向上のためには、画素の中で相対的に彩度の強い色についてはその彩度
をより強くする一方、彩度の弱い色についてはその彩度をより弱くすることによる、彩度
強調技術が有効である。これらの彩度補正の技術は、たとえば特許文献２に記載されてい
る。
【０００７】
　また、ＴＦＴ－ＬＣＤ特有の問題として、隣り合う画素が寄生容量を介して結合してい
ることから生じるクロストークの問題も指摘されている。すなわち、透明電極とソースラ
インとの間に絶縁膜があると、そこに寄生容量ができる。同様に、ゲートラインと透明電
極との間や、ソースラインと共通電極との間にも寄生容量が発生する。これらの寄生容量
や液晶自体の容量に影響を受けて、ゲートがＯＦＦとなった時の表示画素の電位が所望の
電圧とは異なってしまい、表示階調が所望の階調と異なるようになってしまうという問題
が発生する。このクロストークの問題を解決する手段として、上記の寄生容量を低減する
技術がたとえば特許文献３に記載されているが、クロストークを低減するには未だ不十分
である。
【特許文献１】特開２００２－２５８８１３号公報（２００２年９月１１日公開）
【特許文献２】特開２００３－５２０５０号公報（２００３年２月２１日公開）
【特許文献３】特開平５－２０３９９４号公報（１９９３年８月１３日）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　ところで、これらの従来技術はパネル全体または表示画素毎に色再現性を調整するには
有効であるが、表示装置による表示パターンにより再現される色が変化する状況には対応
できない。
【０００９】
　すなわち、ＴＦＴに接続されている表示画素にはゲートハイの瞬間に所望の電圧が印加
されているが、ゲートロー時において該画素は寄生容量を介して多くの周辺電気回路と接
続している。そして、これら周辺電気回路の多くは、パネル設計に関わるものであるから
、表示画素と周辺電気回路との間における寄生容量を考慮した駆動電圧を予め設定するこ
とが可能である。したがって、周辺電気回路との間に形成される寄生容量によるクロスト
ークは、予め補償することができる。しかしながら、他の表示画素を駆動するソースライ
ンの電位は、予め規定することができないため、他のソースラインが要因で発生するクロ
ストークを予め補償することはできない。
【００１０】
　つまり、図１５（ａ）に示すように、液晶表示装置において、ソースラインＳｉ（ｉは
整数）とゲートラインＧｊ（ｊは整数）とが直交するように設けられており、各ソースラ
インと各ゲートラインとの交差部分に、表示画素１００およびスイッチング素子２００が
設けられているとする。そして、表示画素１００…のうち、表示画素（Ａ）について、以
下のように寄生容量Ｃｓｄａ・Ｃｓｄｂ・Ｃｇｄ・Ｃｃｓが形成されているとする。なお
、表示画素（Ｂ）は、表示画素（Ａ）とゲートラインの配設方向において隣接する表示画
素の意味である。
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【００１１】
　すなわち、
　寄生容量Ｃｓｄａ…表示画素（Ａ）を駆動するためのソースラインＳ２と表示画素（Ａ
）との間に形成される寄生容量
　寄生容量Ｃｓｄｂ…表示画素（Ｂ）を駆動するためのソースラインＳ３と表示画素（Ａ
）との間に形成される寄生容量
　寄生容量Ｃｇｄ…表示画素（Ａ）を駆動するためのゲートラインＧ２と表示画素（Ａ）
との間に形成される寄生容量
　寄生容量Ｃｃｓ…共通電極線と表示画素（Ａ）との間に形成される寄生容量。
【００１２】
　そして、表示画素（Ａ）自体の容量をＣｐとし、各ゲートラインに印加される電圧が図
１５（ｂ）に示すように変化するとする。そして、表示画素（Ａ）がＧ色を表示する一方
、表示画素（Ｂ）がＲ色またはＢ色を表示しており、表示画素（Ａ）の表示階調をＬＡ、
表示画素（Ｂ）の表示階調をＬＢとした場合、ＬＡ≠ＬＢであるとする。
【００１３】
　この場合、ゲートハイ時に、表示画素（Ａ）の液晶部分にドレイン電圧が＋Ｖ（Ａ）だ
け印加されるとすると、表示画素（Ｂ）の液晶部分にはドレイン電圧が－Ｖ（Ｂ）だけ印
加される。そして、次のゲートラインがＯＮになったとき、表示画素（Ａ）を駆動するソ
ースラインには－Ｖ（Ａ）が印加され、表示画素（Ｂ）を駆動するソースラインには＋Ｖ
（Ｂ）が印加される。
【００１４】
　しかしながら、実際に表示画素（Ａ）には、上述のドレイン電圧がそのまま印加される
のではなく、寄生容量に影響されて変化したドレイン電圧が印加される。具体的には、表
示画素（Ａ）に印加される電圧の実効値をＶａとすると、
　Ｖａ＝Ｖ（Ａ）＋（Ｃｓｄａ＊Ｖ（Ａ）＋Ｃｇｄ＊Ｖｇ＋Ｃｓｄｂ＊Ｖ（Ｂ）＋Ｃｃｓ
＊Ｖｃ）／Ｃｐとなる。
【００１５】
　なお、Ｖｇはゲートラインに印加される電圧であり、Ｖｃは対向電極に印加される電圧
である。
【００１６】
　このように、表示画素（Ａ）には、所望のドレイン電圧（Ａ）と異なる電圧が印加され
てしまう。
【００１７】
　ここで、表示画素（Ａ）との間に形成される寄生容量Ｃｓｄａ・Ｃｇｄ・Ｃｃｓは、設
計段階で予測できるので、該寄生容量の値を考慮したドレイン電圧を設定することが可能
である。すなわち、これらの寄生容量は、表示画素（Ａ）の表示階調にはあまり影響しな
い。
【００１８】
　しかしながら、上記の実効電圧Ｖａの計算式には、寄生容量Ｃｓｄｂ、ドレイン電圧Ｖ
（Ｂ）が含まれている。すなわち、電圧Ｖａは、表示画素（Ｂ）に接続しているソースラ
インにより影響されるので、表示画素（Ｂ）の表示階調によって表示画素（Ａ）の階調が
変化するカラークロストークが生じる。
【００１９】
　たとえば、Ｖ（Ａ）＝±２．５９Ｖ、Ｖ（Ｂ）＝±１．２１Ｖのとき、表示画素（Ａ）
に供給される電圧は±２．４５Ｖとなり、カラーバランスが変化することがわかった。
【００２０】
　また、特許文献３に記載されているように、設計段階で寄生容量を減少させても、クロ
ストーク量を小さくできるだけであり、カラークロストークを完全に排除することはでき
ない。したがって、実際に表示画素に印加される電位は、表示装置全体の表示パターンに
応じて変動することになる。その結果、表示画素は所望の輝度を再現することができない
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。
【００２１】
　また、シールド電極や配線を新たに設けることによって、クロストークを補償すること
も考え得るが、表示装置にあらたな構成を設けてしまうと、表示装置の製造コストが上が
ってしまう。
【００２２】
　本発明は、上記従来の問題点に鑑みなされたものであって、効率よくクロストークを低
減し得る表示装置の駆動方法、表示装置、およびプログラムを提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【００２３】
　本発明の表示装置の駆動方法は、複数のゲートラインと複数のソースラインとが交差す
る部分のそれぞれに対応してスイッチング素子および画素電極を含む表示画素が配置され
た表示装置の駆動方法であって、同一のゲートラインに接続された第１表示画素および第
２表示画素につき、該第１表示画素に接続するソースラインに隣接するとともに該第１表
示画素の画素電極との間に寄生容量を形成するソースラインが、上記第２表示画素に接続
しているものとして、
　第１表示画素への入力信号階調のレベルをＬＡ、他の第２表示画素への入力信号階調の
レベルをＬＢ、上記ＬＡおよび上記ＬＢを入力値とする関数をＦ（ＬＡ、ＬＢ）とした場
合、
　上記第１表示画素への書き込み信号階調のレベルＬoutが、Ｌout＝ＬＡ＋Ｆ（ＬＡ、Ｌ
Ｂ）にて算出される階調レベルとなるように、上記第１表示画素への書き込み信号電圧を
、該第１表示画素の入力信号電圧を上記第２表示画素への入力信号電圧あるいは上記第２
表示画素への書き込み信号電圧に基づいて補正した電圧とすることを特徴としている。
【００２４】
　上記構成によれば、上記第１表示画素への書き込み電圧信号を、該第１表示画素の入力
信号電圧を上記第２表示画素への入力信号電圧あるいは書き込み電圧信号に基づいて補正
する。このように、第１表示画素の画素電極および第２表示画素を駆動するソースライン
間の寄生容量の影響を予め考慮した上で第１表示画素に対する書き込み信号を決定するこ
とで、上記寄生容量が各画素電極の電位を変動させることによって生じる表示階調と所望
階調とのギャップ（クロストーク量）を大幅に低減することができ、表示品位を高めるこ
とができる
　さらに、信号電圧を示すアナログデータは、階調レベルを示すデジタルデータに対して
リニアに応答しないので、該アナログデータの処理には多くのビット数が必要となる。つ
まり、アナログデータである信号電圧のデータそのものを用いて第１表示画素への信号電
圧を補正する処理よりも、デジタルデータである階調レベルを用いて第１表示画素への信
号階調を補正する処理の方が簡略である。
【００２５】
　したがって、上記構成によれば、簡易な処理にて、表示装置のカラーバランスを適正化
することができる。
【００２６】
　さらに、上記構成の駆動方法においては、上記ＬＡが所定のしきい値より小さい場合、
Ｆ（ＬＡ、ＬＢ）＝ｋ（ＬＡ－ＬＢ）と定義され（ただし、ｋ＞０）、上記ＬＡが当該し
きい値より大きい場合、Ｆ（ＬＡ、ＬＢ）は一定値を出力する関数として定義されること
が好ましい。
【００２７】
　すなわち、クロストークを低減するためにＬＡに与えるべき補正値Ｆ（ＬＡ、ＬＢ）の
値は、ＬＡが所定のしきい値に達するまでは、ＬＡの値に応じて単調増加する。また、し
きい値を超えるＬＡについては、ＬＡとＦ（ＬＡ、ＬＢ）との間に明快な相関関係がなく
、刺激値の誤差率が低くなるので、一定値をＬＡに加えてＬoutを出力するというように



(10) JP 4184334 B2 2008.11.19

10

20

30

40

50

、比較的ラフな補正でクロストークは低減される。
【００２８】
　したがって、上記のようにＦ（ＬＡ、ＬＢ）を定義すれば、簡略な処理においてＬout
を求めることができるというさらなる効果が奏される。
【００２９】
　さらに、上記構成の駆動方法においては、０から最大階調レベルに含まれる整数から複
数の整数を抽出し、該複数の整数のそれぞれをＬＡとした場合におけるＦ（ＬＡ、０）の
値を、対応するＬＡの値と関連付けて予めルックアップテーブルに格納する一方、上記ル
ックアップテーブルに格納されていないＬＡを入力とするＦ（ＬＡ、ＬＢ）の値を、該ル
ックアップテーブルに格納されたＬＡの値と、該ＬＡの値に対応するＦ（ＬＡ、０）の値
と、Ｆ（ＬＡ、ＬＢ）＝０を満たすＬＡおよびＬＢの値と、に基づき補間することが好ま
しい。
【００３０】
　上記構成によれば、ルックアップテーブルを用いてＦ（ＬＡ、ＬＢ）の値を求めること
ができるので、該ルックアップテーブルを表示装置の種類ごとに予め作成しておけば、表
示装置の種類に応じた適切なＦ（ＬＡ、ＬＢ）の値を求めることができる。
【００３１】
　したがって、表示装置の種類に関わらず、クロストークを低減してカラーバランスを適
正化することができるというさらなる効果が奏される。
【００３２】
　さらに、上記構成の駆動方法においては、ＬＡ＞ＬＢの場合、上記補間を直線補間によ
り行うことが好ましい。
【００３３】
　すなわち、補間方法としては、直線による補間が最も簡略な方法であるので、上記構成
によれば、表示装置の種類に応じた適切なＦ（ＬＡ、ＬＢ）の値を簡易な処理にて求める
ことができるというさらなる効果が奏される。
【００３４】
　さらに、上記構成の駆動方法においては、ＬＡ＜ＬＢの場合、Ｆ（ＬＡ、ＬＢ）＝０と
定義されていることが好ましい。
【００３５】
　つまり、ＬＡ＜ＬＢの場合は、第１表示画素の階調レベルが低いので、ソースラインと
第１表示画素との間でクロストークが発生したとしても、そのクロストークが第１表示画
素の表示レベルに与える影響は小さくなる。すなわち、ＬＡ＜ＬＢの場合は、特に補正値
Ｆ（ＬＡ、ＬＢ）を求めなくてもよい。
【００３６】
　よって、上記構成によれば、さらに簡易な処理にてクロストークを低減することができ
る。
【００３７】
　本発明の表示装置は、複数のゲートラインと複数のソースラインとが交差する部分のそ
れぞれに対応してスイッチング素子および画素電極を含む表示画素が配置された表示装置
であって、同一のゲートラインに接続された第１表示画素および第２表示画素につき、該
第１表示画素に接続するソースラインに隣接するとともに該第１表示画素の画素電極との
間に寄生容量を形成するソースラインが、上記第２表示画素に接続しているものとして、
　第１表示画素への入力信号階調のレベルをＬＡ、他の第２表示画素への入力信号階調の
レベルをＬＢ、上記ＬＡおよび上記ＬＢを入力値とする関数をＦ（ＬＡ、ＬＢ）とした場
合、
　上記第１表示画素への書き込み信号階調のレベルＬoutが、Ｌout＝ＬＡ＋Ｆ（ＬＡ、Ｌ
Ｂ）にて算出される階調レベルとなるように、上記第１表示画素への書き込み信号電圧を
、該第１表示画素の入力信号電圧を上記第２表示画素への入力信号電圧あるいは上記第２
表示画素への書き込み信号電圧に基づいて補正した電圧とすることを特徴としている。
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【００３８】
　さらに、上記構成の表示装置においては、上記複数のソースラインが互いに平行となる
ように配設されているとともに、第１表示色を表示する表示画素と、第２表示色を表示す
る表示画素と、第３表示色を表示する表示画素とから構成される表示絵素を用いて画像表
示を行い、以下の第１表示画素配列、第２表示画素配列、および第３表示画素配列が含ま
れていることが好ましい。
【００３９】
　先ず、第１表示画素配列を、上記第１表示画素がスイッチング素子を介して接続されて
いる第１ソースラインにスイッチング素子を介して接続されている複数の表示画素からな
るとともに、上記第１表示色、上記第２表示色、および上記第３表示色のうちいずれか１
色が表示色として設定されているものとして構成する。
【００４０】
　また、第２表示画素配列を、上記第２表示画素がスイッチング素子を介して接続されて
いる第２ソースラインにスイッチング素子を介して接続されている複数の表示画素からな
るとともに、上記第１表示色、上記第２表示色、および上記第３表示色のうち上記第１表
示画素配列について設定された表示色を除く２色のうちいずれか１色が表示色として設定
されているものとして構成する。
【００４１】
　さらに、第３表示画素配列は、上記第１ソースラインと上記第２ソースラインとが隣接
する側とは反対側において上記第２ソースラインに隣接する第３ソースラインにスイッチ
ング素子を介して接続されている複数の表示画素からなるとともに、上記第１表示色、上
記第２表示色、および上記第３表示色から上記第１表示画素配列および上記第２表示画素
配列について表示色として設定されていない色が表示色として設定されているものとして
構成する。
【００４２】
　上記構成のように第１～第３表示画素配列を設け、第１～第３の表示色を設定する手法
は、表示装置における複数の表示画素を配色するための一般的な手法として用いられてい
るものである。よって、上記構成によれば、一般的な表示装置において発生するクロスト
ークのレベルを低減し、表示装置による表示のカラーバランスを適正化できる。
【００４３】
　さらに、上記構成の表示装置において、上記表示絵素がさらに第４表示色を表示する表
示画素を備えてなるとともに、以下の第４表示画素配列をさらに含む構成としてもよい。
すなわち、第４表示画素配列を、上記第２ソースラインと上記第３ソースラインとが隣接
する側とは反対側において上記第３ソースラインに隣接する第４ソースラインにスイッチ
ング素子を介して接続されている複数の表示画素からなるとともに、上記第４表示色が表
示色として設定されているものとして構成してもよい。
【００４４】
　また、上記構成の表示装置は、上記複数のソースラインが互いに平行となるように配設
されているとともに、第１表示色を表示する表示画素と、第２表示色を表示する表示画素
と、第３表示色を表示する表示画素とから構成される表示絵素を用いて画像表示を行い、
上記表示装置に含まれる３つの表示画素からなる第１表示画素グループ、および、該第１
表示画素グループに含まれる３つの表示画素とは異なる３つの表示画素からなる第２表示
画素グループについて、以下のように設定されていてもよい。
【００４５】
　先ず、第１表示画素グループに含まれる３つの表示画素を、上記第１ゲートラインによ
り駆動されるとともに上記第２表示画素が寄生容量を介して接続されているソースライン
にスイッチング素子を介して接続されている第３表示画素、上記第１表示画素、および上
記第２表示画素として構成する。さらに、上記第１表示画素、上記第２表示画素、および
上記第３表示画素については、上記第１表示色、上記第２表示色、および上記第３表示色
のうちいずれか１色による表示色が互いに異なるように設定する。
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【００４６】
　上記第２表示画素グループに含まれる３つの表示画素は、
　上記第１表示画素がスイッチング素子を介して接続されているソースラインと、上記第
１ゲートラインに隣接する第２ゲートラインとにスイッチング素子を介して接続されてい
る第４表示画素、
　上記第２表示画素がスイッチング素子を介して接続されているソースラインと、上記第
２ゲートラインとにスイッチング素子を介して接続されている第５表示画素、
　および上記第３表示画素がスイッチング素子を介して接続されているソースラインと、
上記第２ゲートラインとにスイッチング素子を介して接続されている第６表示画素として
構成する。
【００４７】
　そして、上記第４表示画素について上記第３表示画素と同じ表示色、上記第５表示画素
について上記第１表示画素と同じ表示色、上記第６表示画素について上記第２表示画素と
同じ表示色を設定する。または、上記第４表示画素について上記第２表示画素と同じ表示
色、上記第５表示画素について上記第３表示画素と同じ表示色、上記第６表示画素につい
て上記第１表示画素と同じ表示色を設定する。
【００４８】
　上記構成によれば、以下のさらなる効果が奏される。すなわち、第２表示画素と第１表
示画素との間においてユーザの視覚に大きく影響するようなクロストークが発生する場合
、同様のクロストークが他の２つの表示画素間でも発生することがある。
【００４９】
　しかしながら、上記構成によれば、同じソースラインで駆動されるとともに、第１表示
画素グループおよび第２表示画素グループのそれぞれに含まれる、３つの表示画素につい
て、第１表示色～第３表示色が異なる順番により表示色として設定されている。したがっ
て、表示装置全体の色バランスを偏らせることなく均等に表示画素が配色されている。
【００５０】
　よって、第１表示画素および第２表示画素以外の２画素間で視覚に影響を与えるクロス
トークが発生する箇所を、表示装置内にバランスよく分散させることができる。したがっ
て、表示装置全体からみたクロストークレベルを低減し、表示装置による表示のカラーバ
ランスをより適正化できるというさらなる効果が奏される。
【００５１】
　さらに、上記構成の表示装置は、上記複数のソースラインが互いに平行となるように配
設されているとともに、第１表示色を表示する表示画素と、第２表示色を表示する表示画
素と、第３表示色を表示する表示画素と、第４表示色を表示する表示画素とから構成され
る表示絵素を用いて画像表示を行い、上記表示装置に含まれる４つの表示画素からなる第
１表示画素グループ、および、該第１表示画素グループに含まれる４つの表示画素とは異
なる４つの表示画素からなる第２表示画素グループについて、以下のように設定されてい
てもよい。
【００５２】
　すなわち、第１表示画素グループに含まれる４つの表示画素を、上記第１ゲートライン
により駆動されるとともに上記第２表示画素が寄生容量のみを介して接続されているソー
スラインにスイッチング素子を介して接続されている第３表示画素、
　上記第１ゲートラインにより駆動されるとともに上記第３表示画素が寄生容量のみを介
して接続されているソースラインにスイッチング素子を介して接続されている第４表示画
素、
　上記第１表示画素、
　および上記第２表示画素として構成する。
【００５３】
　さらに、上記第１表示画素、上記第２表示画素、上記第３表示画素、および上記第４表
示画素については、上記第１表示色、上記第２表示色、上記第３表示色、および上記第４
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表示色のうちいずれか１色による表示色が互いに異なるように設定されている。
【００５４】
　また、上記第２表示画素グループに含まれる４つの表示画素は、
　上記第１表示画素がスイッチング素子を介して接続されているソースラインと、上記第
１ゲートラインに隣接する第２ゲートラインとにスイッチング素子を介して接続されてい
る第５表示画素、
　上記第２表示画素がスイッチング素子を介して接続されているソースラインと、上記第
２ゲートラインとにスイッチング素子を介して接続されている第６表示画素、
　上記第３表示画素がスイッチング素子を介して接続されているソースラインと、上記第
２ゲートラインとにスイッチング素子を介して接続されている第７表示画素であり、
　上記第４表示画素がスイッチング素子を介して接続されているソースラインと、上記第
２ゲートラインとにスイッチング素子を介して接続されている第８表示画素として構成す
る。
【００５５】
　そして、上記第５表示画素については上記第４表示画素と同じ表示色、上記第６表示画
素については上記第１表示画素と同じ表示色、上記第７表示画素については上記第２表示
画素と同じ表示色、上記第８表示画素については上記第３表示画素と同じ表示色が設定さ
れている。または、上記第５表示画素については上記第２表示画素と同じ表示色、上記第
６表示画素については上記第３表示画素と同じ表示色、上記第７表示画素については上記
第４表示画素と同じ表示色、上記第８表示画素については上記第１表示画素と同じ表示色
を設定する。
【００５６】
　上記構成によれば、以下のさらなる効果が奏される。すなわち、第２表示画素と第１表
示画素との間においてユーザの視覚に大きく影響するようなクロストークが発生する場合
、同様のクロストークが他の２つの表示画素間でも発生することがある。
【００５７】
　しかしながら、上記構成によれば、同じソースラインで駆動されるとともに、第１表示
画素グループおよび第２表示画素グループのそれぞれに含まれる、４つの表示画素につい
て、第１表示色～第４表示色が異なる順番により表示色として設定されている。したがっ
て、表示装置全体の色バランスを偏らせることなく均等に表示画素が配色されている。
【００５８】
　よって、第１表示画素および第２表示画素以外の２画素間で視覚に影響を与えるクロス
トークが発生する箇所を、表示装置内にバランスよく分散させることができる。したがっ
て、表示装置全体からみたクロストークレベルを低減し、表示装置による表示のカラーバ
ランスをより適正化できるというさらなる効果が奏される。
【００５９】
　また、本発明の表示装置は、上記複数のソースラインが互いに平行となるように配設さ
れているとともに、第１表示色を表示する表示画素と、第２表示色を表示する表示画素と
、第３表示色を表示する表示画素とから構成される表示絵素を用いて画像表示を行い、以
下のように設定される第１表示画素配列、第２表示画素配列、および第３表示画素配列が
含まれているものとして構成してもよい。
【００６０】
　先ず、第１表示画素配列を、上記第１表示画素がスイッチング素子を介して接続されて
いる第１ソースラインにスイッチング素子を介して接続されている複数の表示画素からな
るとともに、上記第１表示色、上記第２表示色、および上記第３表示色のうちいずれか１
色が表示色として設定されているものとして構成する。
【００６１】
　さらに、第２表示画素配列は、上記第２表示画素がスイッチング素子を介して接続され
ている第２ソースラインにスイッチング素子を介して接続されている複数の表示画素から
なるものとして構成する。
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【００６２】
　さらに、第３表示画素配列は、上記第１ソースラインと上記第２ソースラインとが隣接
する側とは反対側において上記第２ソースラインに隣接する第３ソースラインにスイッチ
ング素子を介して接続されている複数の表示画素からなるものとして構成する。
【００６３】
　そして、上記第２表示画素配列および上記第３表示画素配列に含まれる表示画素は、上
記第１表示色、上記第２表示色、および上記第３表示色から上記第１表示画素配列につい
て設定された表示色を除く２色が市松パターンとなるように表示色が設定する。
【００６４】
　上記構成においては、たとえば、第２ソースラインに入力される電圧に影響を受けて、
第１表示画素と第２ソースラインとの間でユーザの視覚に大きく影響するようなクロスト
ークが発生する場合がある。
【００６５】
　しかしながら、本発明において第１表示画素配列に含まれる複数の表示画素が、第１表
示色～第３表示色のうちいずれか１色が表示色として設定されているので、上記のように
ユーザの視覚に大きく影響するようなクロストークが発生する場合であっても、同様のク
ロストークが発生する箇所を第１表示画素配列内に適度に分布させることができる。
【００６６】
　さらに、第２表示画素配列および第３表示画素配列に含まれる複数の表示画素について
は、第１表示色～第３表示色のうち２色が市松パターンとなるように表示色として設定さ
れている。すなわち、第２表示画素配列および第３表示画素配列においては、色バランス
を偏らせることなく均等に表示画素が配色されている。
【００６７】
　したがって、第２表示画素配列および第３表示画素配列内で発生するクロストークの箇
所を、両画素配列内でバランスよく分散させることができる。よって、表示装置による表
示のカラーバランスをより適正化できるというさらなる効果が奏される。
【００６８】
　さらに、上記構成の表示装置は、上記表示絵素がさらに第４表示色を表示する表示画素
を備えてなり、以下の第４表示画素配列をさらに含んでいるものとして構成してもよい。
【００６９】
　すなわち、第４表示画素配列は、上記第２ソースラインと上記第３ソースラインとが隣
接する側とは反対側において上記第３ソースラインに隣接する第４ソースラインにスイッ
チング素子を介して接続されている複数の表示画素からなるものとして構成する。さらに
、上記第２表示画素配列、上記第３表示画素配列、および上記第４表示画素配列に含まれ
る表示画素は、上記第１表示色、上記第２表示色、上記第３表示色、および上記第４表示
色から上記第１表示画素配列について設定された表示色を除く３色が市松パターンとなる
ように表示色が設定してもよい。
【００７０】
　なお、上記構成の表示装置においては、上記第１表示色としてＲ色、上記第２表示色と
してＧ色、上記第３表示色としてＢ色を用いてもよい。あるいは、上記第１表示色として
シアン、上記第２表示色としてマゼンタ、上記第３表示色としてイエローを用いてもよい
。また、第４表示色として、ホワイトまたはグリーンのいずれかを用いてもよい。
【００７１】
　さらに、上記構成の表示装置において、上記複数のソースラインに含まれる各ソースラ
インは、Ｌ字状部と逆Ｌ字状部とが交互に繰り返されるように連結された形状にて配設さ
れていることが好ましい。あるいは、複数のソースラインに含まれる各ソースラインに対
してスイッチング素子が接続されている方向が、上記複数のゲートラインに含まれる各ゲ
ートラインを跨ぐ毎に異なるように設定されていることが好ましい。
【００７２】
　上述したように、クロストークは、寄生容量と表示画素との間、すなわちソースライン
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と表示画素との間で発生する。したがって、各ソースラインが互いに平行になるように配
設されていると、クロストークが発生する箇所がソースラインに沿って直線的に連続して
しまい、カラーバランスが崩れることがある。
【００７３】
　しかしながら、上記構成によれば、各ソースラインが、Ｌ字状部と逆Ｌ字状部とが交互
に繰り返されるように連結された形状にて配設されている。または、スイッチング素子が
接続されている方向が、各ゲートラインを跨ぐ毎に異なるように設定されている。したが
って、クロストークが発生する箇所を表示装置内で適度に分散させることができる。よっ
て、表示装置による表示のカラーバランスをより適正化できる。
【００７４】
　また、本発明のプログラムは、上記駆動方法をコンピュータに実行させることを特徴と
している。当該プログラムをコンピュータに実行させることにより、本発明の駆動方法と
同様の効果を得ることができる。
【００７５】
　なお、上記した入力信号は入力信号データと考えることもできるし、書き込み信号は書
き込み信号データであると考えることもできる。また、上記各電圧の基準電位は接地電位
である。
【発明の効果】
【００７６】
　本発明では、第１表示画素の画素電極および第２表示画素を駆動するソースライン間の
寄生容量の影響を予め考慮した上で第１表示画素に対する書き込み信号を決定することで
、上記寄生容量が各画素電極の電位を変動させることによって生じる表示階調と所望階調
とのギャップ（クロストーク量）を大幅に低減することができ、表示品位を高めることが
できるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００７７】
　本発明の一実施形態について、図面に基づき説明する。
【００７８】
　〔表示装置の構成〕
　図２は本発明のカラー表示装置１（表示装置）の一実施形態である。同図に示されるよ
うに、カラー表示装置１は、ＣＣＴ（カラークロストーク）補正回路２（補正回路）と、
極性反転回路３と、タイミングコントローラ４と、ソースドライバ５と、ゲートドライバ
６と、表示パネル７と、記憶部８とを備える。なお、図２においては、本発明に関係ない
構成を大幅に省略してある。
【００７９】
　ＣＣＴ補正回路２は、本発明の特徴部分に係る構成であり、外部から入力されるＲ色（
第１表示色）の階調レベルを示す赤色信号Ｒ、Ｇ色（第２表示色）の階調レベルを示す緑
色信号Ｇ、およびＢ色（第２表示色）の階調レベルを示す青色信号Ｂからなる入力信号階
調（入力カラー信号）を補正し、表示パネル７における各表示絵素（画素グループ、図示
せず）への書き込み信号階調（出力カラー映像信号）Ｒ’，Ｇ’，Ｂ’を出力する。なお
、第１表示色がシアン、第２表示色がマゼンタ、第３表示色がイエローであってもよい。
なお、ＣＣＴ補正回路２は彩度強調回路１０に含まれるものであっても良い。
【００８０】
　ＣＣＴ補正回路２は、入力カラー映像信号Ｒ・Ｇ・Ｂをラッチして１ドットずつディレ
イすることにより、同一のゲートライン接続された２つの表示画素に対して後述の処理を
行う。
【００８１】
　極性反転回路３は、ＣＣＴ補正回路２から出力される書き込み信号階調Ｒ’，Ｇ’，Ｂ
’（デジタルデータ）に基づいて、表示パネル７における各表示画素への書き込み電圧信
号（アナログデータ）を決定する。
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【００８２】
　本カラー表示装置１（表示装置）では、図１４に示すように、ＣＣＴ補正回路を極性反
転回路３の前段に設けることも可能である。すなわち、図１４に示すＣＣＴ補正回路２は
、極性反転回路３からの入力信号電圧（アナログデータ）を補正し、書き込み電圧信号（
アナログデータ）を出力する。
【００８３】
　タイミングコントローラ４は、入力されたＲＧＢ同期信号に基づき、ソースドライバ５
およびゲートドライバ６を駆動するためのソースドライバ用タイミング信号およびゲート
ドライバ用タイミング信号を生成する。なお、ソースドライバ用タイミング信号は、極性
反転回路３を介してソースドライバ５に入力される。
【００８４】
　ソースドライバ５は、極性反転回路３にて決定された書き込み電圧が各表示画素に印加
されるよう、表示パネル７に設けられる各表示画素にＴＦＴを介して接続された各ソース
ラインを駆動する。なお、ソースドライバ５は、極性反転回路３と一体的に構成されてい
てもよい。また、ゲートドライバ６は、表示パネル７に設けられる各表示画素にＴＦＴを
介して接続された各ゲートラインを駆動するためのものである。
【００８５】
　表示パネル７は、マトリクス状に配置された複数の表示画素を、複数のソースラインお
よび複数のゲートラインによって駆動することにより画像表示を行うものである。具体的
には、図１に示すように、ソースラインＳｉ（ｉは整数）とゲートラインＧｊ（ｊは整数
）とが直交するように設けられており、各ソースラインと各ゲートラインとの交差部分に
、画素電極１１とスイッチング素子１２とを含む各表示画素が設けられている。
【００８６】
　ここで、各表示画素のうち、同一のゲートラインＧ２により駆動される２つの表示画素
について、図１のように、該第１表示画素（Ａ）に接続するソースラインＳ２に隣接する
とともに該第1表示画素（Ａ）の画素電極との間に寄生容量を形成するソースラインＳ３
が、上記第２表示画素（Ｂ）に接続している場合、すなわち、第１表示画素の画素電極と
重畳（隣接）する２本のソースラインのうち該第１表示画素には接続されないソースライ
ンに第２表示画素が接続されている場合、表示画素（Ａ）の周辺には、以下のように寄生
容量Ｃｓｄａ・Ｃｓｄｂ・Ｃｇｄ・Ｃｃｓが形成される。
【００８７】
　寄生容量Ｃｓｄａ…表示画素（Ａ）を駆動するためのソースラインと表示画素（Ａ）と
の間に形成される寄生容量
　寄生容量Ｃｓｄｂ…表示画素（Ｂ）を駆動するためのソースラインと表示画素（Ａ）と
の間に形成される寄生容量
　寄生容量Ｃｇｄ…表示画素（Ａ）を駆動するためのゲートラインと表示画素（Ａ）との
間に形成される寄生容量
　寄生容量Ｃｃｓ…蓄積容量電極（線）と表示画素（Ａ）との間に形成される寄生容量。
【００８８】
　このため、ＣＣＴ補正回路２を介することなく従来のように各表示画素を駆動すると、
注目表示画素の表示階調が、他の表示画素を駆動するソースラインへ印加される電圧の影
響を受けて所望の階調と異なってしまうクロストークの問題が発生する。たとえば、図１
に示す構成では、第１表示画素としての表示画素（Ａ）に注目すると、表示画素（Ａ）の
表示階調が、第２表示画素としての表示画素（Ｂ）を駆動するソースラインＳ３への印加
電圧に影響を受けることになる。
【００８９】
　本実施の形態のカラー表示装置１では、このように発生するクロストークの問題を改善
すべく、ＣＣＴ補正回路２（図２参照、図１４参照）を設けている。
【００９０】
　ここで、図１６・１７を用いて、ＣＣＴ補正回路２による書き込み信号の出力工程を説
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明する。
【００９１】
　図１６は、ＣＣＴ補正回路２を用いて、表示画素（Ａ）の入力信号階調を表示画素（Ｂ
）の入力信号階調に基づいて補正し、これを表示画素（Ａ）の書き込み信号階調として極
性反転回路３に出力する場合を説明するブロック図である。
【００９２】
　まず、左側の表示画素（Ａ）の入力信号階調が、１ｄｏｔメモリに記憶されるとともに
ＣＣＴ補正回路２へ入力される（図１６（ａ））。ついで、同図(ｂ)に示されるように、
表示画素（Ｂ）の入力信号階調が１ｄｏｔメモリに記憶されるとともにＣＣＴ補正回路２
へ入力されるが、このとき、１ｄｏｔメモリからは先に記憶された表示画素（Ａ）の入力
信号階調が出力され、表示画素（Ｂ）の入力信号階調とともにＣＣＴ補正回路２に入力さ
れる。ＣＣＴ補正回路２では、この１ｄｏｔメモリからの表示画素（Ａ）の入力信号階調
を、表示画素（Ｂ）の入力信号階調に基づいて補正し、これを表示画素（Ａ）の書き込み
信号階調として極性反転回路３に出力する。
【００９３】
　図１７は、ＣＣＴ補正回路２’を用いて、表示画素（Ａ）の入力信号階調を表示画素（
Ｂ）の書き込み信号階調に基づいて補正し、これを表示画素（Ａ）の書き込み信号階調と
して極性反転回路３に出力する場合を説明するブロック図である。
【００９４】
　走査方向を表示画素（Ａ）→表示画素（Ｂ）方向とすれば、まず、走査端（図面では右
端）のソースラインにつながる表示画素（ｎ）の入力信号階調がＣＣＴ補正回路２へ入力
されるともに、この表示画素（ｎ）以外のすべての表示画素の入力信号階調が１ラインメ
モリに記憶される。表示画素（ｎ）の入力信号階調はＣＣＴ補正回路２’にて補正され、
１ラインメモリに記憶されるとともに表示画素（ｎ）の書き込み信号階調としてＣＣＴ補
正回路２’へ出力される。ここで、ＣＣＴ補正回路２’は、表示画素（ｎ－１）の入力信
号階調を１ラインメモリから読み出し、これを、入力された表示画素（ｎ）の書き込み信
号階調に基づいて補正し、表示画素（ｎ－１）の書き込み信号階調として出力するととも
にこれを１ラインメモリに記憶させる。これが順次行われ、表示画素（Ｂ）の書き込み信
号階調が１ラインメモリに記憶されるとともにＣＣＴ補正回路２’へ出力されれば、ＣＣ
Ｔ補正回路２’は、表示画素（Ａ）の入力信号階調を１ラインメモリから読み出し、これ
を入力された上記表示画素（Ｂ）の書き込み信号階調に基づいて補正して表示画素（Ａ）
の書き込み信号階調として出力するとともに１ラインメモリに記憶させる。
【００９５】
　この結果、１ラインメモリには、すべての表示画素の書き込み信号階調が記憶され、適
宜、極性反転回路３に出力される。補正（１ラインメモリへの記憶）方向と各ラインの走
査方向とが逆になる場合、各ラインに対応する書き込み信号階調は各ラインの走査方向に
従って極性反転回路３に出力される。
【００９６】
　なお、走査方向を表示画素（Ｂ）→表示画素（Ａ）方向とすれば、まず、走査端（図面
では右端）のソースラインにつながる表示画素（ｎ）の入力信号階調がＣＣＴ補正回路（
図示せず）へ入力され、表示画素（ｎ）の書き込み信号階調として極性反転回路３に出力
される。このとき、表示画素（ｎ－１）の入力信号階調がＣＣＴ補正回路に入力されれば
、これが上記表示画素（ｎ）の書き込み信号階調に基づいて補正され、表示画素（ｎ－１
）の書き込み信号階調として出力される。これが順次行われ、表示画素（Ｂ）の入力信号
階調がＣＣＴ補正回路２へ入力され、表示画素（Ｂ）の書き込み信号階調が出力されると
、このとき入力された表示画素（Ａ）の入力信号階調が、この表示画素（Ｂ）の書き込み
信号階調に基づいて補正され、表示画素（Ａ）の書き込み信号階調として出力される。
【００９７】
　このようにして、各表示画素の書き込み信号階調が順次極性反転回路３に出力される。
この走査方向の場合には、１ラインメモリを省略することが可能である。
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【００９８】
　〔２．クロストークの補正処理について〕
　　〔２－１．輝度バランスの変動について〕
　本実施の形態のカラー表示装置１では、このように発生するクロストークの問題を改善
すべく、ＣＣＴ補正回路２が設けられている。これらの２つの回路による入力カラー映像
信号の補正手順を明らかにするため、表示パターン毎の輝度バランスの変動について以下
に説明する。
【００９９】
　たとえば、図３に示すようなパターン１～３が表示パネル７により表示されているとす
る。具体的には、パターン１においては、隣接する６つの表示画素について、左から順番
に、Ｒ色、Ｇ色、Ｂ色、黒色、黒色、黒色が表示されている。また、パターン２において
は、黒色、Ｇ色、Ｂ色、Ｒ色、黒色、黒色が表示されている。また、パターン３において
は、黒色、黒色、Ｂ色、Ｒ色、Ｇ色、黒色が表示されている。
【０１００】
　これらのパターン１～３のそれぞれにより表示パネル７に表示される画像は、全て同じ
になるはずである。しかしながら実際には、黒色を表示している表示画素（階調レベルが
０である表示画素）の左隣にある表示画素への印加電圧が、黒色を表示している表示画素
への印加電圧に影響を受けてしまう。これにより、該左隣の画素では、所望の階調レベル
よりやや低い階調レベルが表示されてしまう。
【０１０１】
　たとえば、パターン１では、Ｂ色の表示画素が黒色の表示画素の隣にあるので、Ｂ色が
所望の階調レベルよりやや低い階調レベルで表示されてしまう。同様に、パターン２では
Ｒ色が所望の階調レベルよりやや低い階調レベルで表示され、パターン３ではＧ色が所望
の階調レベルよりやや低い階調レベルで表示される。このように、表示パネルにおける表
示パターンによって、隣接する複数の表示画素間における輝度バランスが変動してしまう
。
【０１０２】
　また、隣接する３つの表示画素により白色が表示される場合を考えると、図４の等式の
左辺に示すように、３つの表示画素について左から順にＲ色、Ｇ色、Ｂ色が表示されてい
る状態において、理想的な白色が表示される。
【０１０３】
　一方で、隣接する３つの表示画素において、同等式の右辺に示すように、以下のパター
ン４～６のそれぞれに表示を切り替えることによっても、白色を表示できるはずである。
【０１０４】
　すなわち、パターン４～６において、３つの表示画素のそれぞれにおける表示色を左の
画素から順番に記載すると、
　パターン４：Ｒ色、黒色、黒色
　パターン５：黒色、Ｇ色、黒色
　パターン６：黒色、黒色、Ｂ色
　である。
【０１０５】
　つまり、本来の白輝度は、合成白輝度（赤輝度＋緑輝度＋青輝度－２＊黒輝度）と等し
くなるはずであるが、実際は、合成白輝度のほうが白輝度より低くなる。これは、上述し
たとおり、黒色の表示画素への印加電圧に引きずられて、Ｒ、Ｇ、またはＢ色の表示画素
への印加電圧が変動してしまうからである。
【０１０６】
　本来の白輝度に対する合成白輝度の刺激値の誤差率と、表示階調との関係は図５のよう
になる。なお、図５においては、注目表示画素に隣接する表示画素の階調レベルが０であ
る場合における、注目表示画素の階調レベルを横軸に表している。たとえば、図１に示す
構成の表示パネルにおける表示画素（Ａ）を注目表示画素とするならば、図５の横軸にて
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示される表示階調は、表示画素（Ｂ）の階調レベルＬＢが０である場合の表示画素（Ａ）
の階調レベルＬＡを示していると考えてよい。
【０１０７】
　以下、説明の便宜上、図５の横軸は、表示画素（Ａ）の階調レベルＬＡを示すものとし
て記載する。
【０１０８】
　図５に示すように、階調レベルＬＡが低階調側にある場合、刺激誤差率の変化が大きい
。つまり、図５においては、階調レベルＬＡが０から１２８までの値にある場合、刺激誤
差率のカーブが急峻な傾きを示している。一方で、階調レベルＬＡが１２８を超えると、
刺激誤差率のカーブはなだらかな傾きを示していることから、刺激誤差率の変化が小さい
ことがわかる。
【０１０９】
　そして、注目表示画素における合成白輝度を、本来の白輝度に補正するために必要な補
正階調レベルは、各階調における刺激値の誤差率を、その階調における刺激値の変化率で
割って求められる。図６には、補正階調レベルと表示階調との関係をプロットしたグラフ
を示している。
【０１１０】
　図６に示すように、たとえば表示画素（Ａ）の階調レベルＬＡが０である場合には、補
正階調レベルは略０である。そして、階調レベルＬＡが１２８に近づくに従って、補正階
調レベルが増加していく。一方、階調レベルＬＡが１２８を超えると、階調レベルＬＡと
補正階調レベルとの間に明快な相関関係がなくなってしまう。
【０１１１】
　なお、図６は、図５と同様に階調レベルＬＢが０であると仮定して、階調レベルＬＡと
補正階調との関係を示している。階調レベルＬＢが０よりも大きな値となった場合は、そ
のＬＢの値に対応する一定量だけ、補正階調レベルが減少する。なお、ＬＢ≧ＬＡとなる
と、補正階調レベルは０になる。
【０１１２】
　ここで図５を参照すればわかるように、低階調において誤差率の変化が大きい。これは
、表示画素（Ａ）が低レベルの階調を表示している場合において、合成輝度を精度良く補
正してやる必要性が大きいことを示している。
【０１１３】
　したがって、図６に示すように、階調レベルＬＡが０から１２８までの範囲における表
示階調レベルと補正階調レベルとの関係を、直線にて表すことで、階調レベルに応じた適
切な補正階調を算出することができる。これにより、階調レベルＬＡが低階調側にある場
合における合成輝度の補正を精度良く行うことができる。
【０１１４】
　一方で、階調レベルＬＡが高階調側にある場合、たとえば１２８以上である場合、階調
レベルＬＡと補正階調レベルとの間に明快な相関関係がなくなってしまう。したがって、
階調レベルＬＡが１２８を超える場合には、補正階調レベルを一定値に設定するという比
較的ラフな補正を行った。
【０１１５】
　以上のように設定された補正階調レベルを、表示画素（Ａ）の階調レベルに加えた場合
における、表示階調レベルＬＡと刺激誤差率との関係を図７に示す。図７に示すように、
補正階調レベルを加えることにより、最大２５％であった刺激誤差率を５％まで低減する
ことができた。
【０１１６】
　　〔２－２．階調レベルデータを用いたクロストークの補正について〕
　これらの検討結果より、ＣＣＴ補正回路により、表示画素（Ａ）への書き込み信号階調
を、表示画素（Ａ）への入力信号階調を表示画素（Ｂ）の入力信号階調あるいは書き込み
信号階調に基づいて補正した階調にしてやれば、クロストーク量を低減できるといえる。



(20) JP 4184334 B2 2008.11.19

10

20

30

40

50

つまり、表示画素（Ｂ）への入力信号階調あるいは書き込み信号階調に基づき表示画素（
Ａ）への入力信号階調を補正することによって、表示画素（Ａ）が該表示画素（Ａ）およ
び表示画素（Ｂ）を駆動するソースラインＧ３間に形成される寄生容量の影響を受けるこ
とを予め考慮した上で、表示画素（Ａ）に対する書き込み信号階調を決定できる。したが
って、寄生容量Ｃｓｄと表示画素との間で発生するクロストーク量を低減し、表示装置に
よる表示のカラーバランスを適正化できる。
【０１１７】
　具体的には、デジタルデータにて示される表示画素（Ａ）の階調レベルをＬＡ、同じく
デジタルデータにて示される表示画素（Ｂ）の階調レベルをＬＢ、上記ＬＡおよび上記Ｌ
Ｂを入力値とする関数をＦ（ＬＡ、ＬＢ）とした場合、
　表示画素（Ａ）への入力階調レベルが、Ｌout＝ＬＡ＋Ｆ（ＬＡ、ＬＢ）にて算出され
る階調レベルＬoutに補正されるように補正する。
【０１１８】
　このように階調レベルＬＡを補正すれば、デジタルデータである階調レベルを用いて表
示画素（Ａ）への入力信号階調を補正するので、簡略な処理においてクロストークを低減
できる。つまり、印加電圧を示すアナログデータを用いて表示画素（Ａ）への印加電圧を
補正すると、デジタルデータを扱うよりも多くのビット数が処理に必要になる場合がある
ので、処理が複雑化することがある。デジタルデータを用いた補正処理では、このような
処理の複雑化は回避できる。
【０１１９】
　さらに、上記ＬＡが所定のしきい値より小さい場合、Ｆ（ＬＡ、ＬＢ）＝ｋ（ＬＡ－Ｌ
Ｂ）と定義され（ただし、ｋ＞０）、上記ＬＡが当該しきい値より大きい場合、Ｆ（ＬＡ
、ＬＢ）は一定値を出力する関数として定義されると好ましい。
【０１２０】
　つまり、クロストークを低減するためにＬＡに与えるべき補正値Ｆ（ＬＡ、ＬＢ）の値
は、図６に示すように、ＬＡが所定のしきい値（１２８階調）に達するまでは、ＬＡの値
に応じて単調増加する。また、しきい値（１２８階調）を超えるＬＡについては、ＬＡと
Ｆ（ＬＡ、ＬＢ）との間に明快な相関関係がなくなる。また、図５に示すように、刺激値
の誤差率が低くなるので、一定値をＬＡに加えてＬoutを出力するというように、比較的
ラフな補正でクロストークは低減される。
【０１２１】
　したがって、上記のようにＦ（ＬＡ、ＬＢ）を定義すれば、簡略な処理においてＬout
を求めることができる。
【０１２２】
　さらに、０から最大階調レベルに含まれる整数から複数の整数を抽出し、該複数の整数
のそれぞれをＬＡとした場合におけるＦ（ＬＡ、０）の値を、対応するＬＡの値と関連付
けて予めルックアップテーブルに格納する一方、上記ルックアップテーブルに格納されて
いないＬＡを入力とするＦ（ＬＡ、ＬＢ）の値を、該ルックアップテーブルに格納された
ＬＡの値と、該ＬＡの値に対応するＦ（ＬＡ、０）の値と、Ｆ（ＬＡ、ＬＢ）＝０を満た
すＬＡおよびＬＢの値と、に基づき補間するようにすると、なお好ましい。
【０１２３】
　上記構成によれば、ルックアップテーブルを用いてＦ（ＬＡ、ＬＢ）の値を求めること
ができるので、該ルックアップテーブルを表示装置の種類ごとに予め作成し、さらに記憶
部８（図２参照）に格納しておけば、表示装置の種類に応じた適切なＦ（ＬＡ、ＬＢ）の
値を求めることができる。
【０１２４】
　さらに、ＬＡ＞ＬＢの場合、上記補間を直線補間により行うことが好ましい。補間方法
としては、直線による補間が最も簡略な方法だからである。
【０１２５】
　また、ＬＡ＜ＬＢの場合、Ｆ（ＬＡ、ＬＢ）＝０と定義されていることも好ましい。
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【０１２６】
　ＬＡ＜ＬＢの場合は、表示画素（Ａ）の階調レベルが低いので、ソースラインと第１表
示画素との間でクロストークが発生したとしても、そのクロストークが表示画素（Ａ）の
表示レベルに与える影響は小さくなる。すなわち、ＬＡ＜ＬＢの場合は、特に補正値Ｆ（
ＬＡ、ＬＢ）を求めなくてもよい。よって、ＬＡ＜ＬＢの場合は、Ｆ（ＬＡ、ＬＢ）＝０
と定義されていることが好ましいといえる。
【０１２７】
　　〔２－３．印加電圧データを用いたクロストークの補正について〕
　また、上記の説明では、表示画素（Ａ）の入力信号階調レベルＬＡおよび表示画素（Ｂ
）の階調（入力信号階調・書き込み信号階調）レベルＬＢを用いて、表示画素（Ａ）への
書き込み信号階調を決定する方法について説明したが、必ずしもこの処理を用いなくても
よい。すなわち、表示画素（Ａ）への書き込み信号電圧を示すアナログデータ、および、
表示画素（Ｂ）への印加電圧（入力信号電圧・書き込み信号電圧）を示すアナログデータ
に基づき、表示画素（Ａ）への書き込み信号電圧を決定してもよい。この補正手順につい
て以下に説明する。なお、印加電圧を示すアナログデータを用いた補正は、階調レベルを
示すデジタルデータを用いる補正と同様に、ＣＣＴ補正回路により実行される。ただし、
各画素への印加電圧を示すアナログデータをＣＣＴ補正回路に入力しなければならないの
で、図１４に示すように、極性反転回路３をＣＣＴ補正回路の前段に設ける必要がある。
【０１２８】
　印加電圧を示すアナログデータに基づく補正手順においては、表示画素（Ａ）の容量を
Ｃｐ、表示画素（Ｂ）が接続されたソースラインＳ３と表示画素（Ａ）の画素電極との間
に形成された寄生容量の容量値をＣｓｄ、入力信号階調のレベルがｇのときの表示画素（
Ａ）への入力信号電圧をＵ（ｇ）、表示画素（Ｂ）への入力信号電圧または書き込み信号
電圧をＵｇａｄ、表示画素（Ａ）（Ｂ）の画素電極に対向する共通電極への印加電圧（表
示画素（Ａ）に黒表示を行うときの表示画素（Ａ）への入力信号電圧）をＵｂａｄとする
とき、　Ｆ（ｇ）＝Ｃｓｄ・（Ｕｇａｄ－Ｕｂａｄ）／Ｃｐ・（Ｕ（ｇ＋１）－Ｕ（ｇ）
）　で示されるＦ（ｇ）を補正値とし、この補正値Ｆ（ｇ）に表示画素（Ａ）の入力信号
階調を加えたものを、表示画素（Ａ）の書き込み信号階調として算出する。そして、この
書き込み信号階調に対応する電圧を表示画素（Ａ）の書き込み信号電圧とする。特に、Ｃ
ｓｄ／Ｃｐを０．０２０程度の小さな値に設定すれば、補正値Ｆ（ｇ）も少なくできる。
【０１２９】
　なお、各電圧の基準電位は接地電位とすればよい。また、上記Ｃｐは、表示画素（Ａ）
の液晶容量に、Ｃｃｓ、Ｃｓｄａ、ＣｓｄｂおよびＣｇｄを加えたものである。もっとも
、液晶容量（容量値）が支配的であるため、液晶容量をＣｐとしても良いし、液晶容量に
上記Ｃｃｓ、Ｃｓｄａ、Ｃｓｄｂ、Ｃｇｄおよび表示画素（Ａ）内に形成される容量の少
なくとも１つを加えたものをＣｐとしても構わない。
【０１３０】
　または、所望の階調を表示するために表示画素（Ａ）に電圧の実効値Ｖａを印加する必
要がある場合、表示画素（Ｂ）に対する入力信号電圧あるいは書き込み信号電圧をＶ（Ｂ
）、表示画素（Ａ）が接続されたソースラインＳ２と表示画素（Ａ）の画素電極との間に
形成された寄生容量の容量値をＣｓｄａ、表示画素（Ｂ）が接続されたソースラインＧ３
と表示画素（Ａ）の画素電極との間に形成された寄生容量の容量値をＣｓｄｂ、表示画素
（Ａ）に接続されたゲートラインＧ２と表示画素（Ａ）の画素電極との間に形成された寄
生容量の容量値をＣｇｄ、表示画素（Ａ）に対応して設けられる蓄積容量電極Ｃｓと、表
示画素（Ａ）のスイッチング素子のドレイン電極との間に形成された寄生容量の容量値を
Ｃｃｓ、上記ゲートラインＧ２への印加電圧をＶｇ、上記蓄積容量電極Ｃｓへの印加電圧
をＶｃ、表示画素（Ａ）の容量値をＣｐとして、Ｖ（Ａ）＝（Ｃｐ＊Ｖａ－Ｃｇｄ＊Ｖｇ
－Ｃｓｄｂ＊Ｖ（Ｂ）＋Ｃｃｓ＊Ｖｃ）／（Ｃｐ＋Ｃｓｄａ）で示される電圧Ｖ（Ａ）を
、表示画素（Ａ）に対する書き込み信号電圧とする。
【０１３１】
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　　〔２－４．彩度強調処理を用いたクロストークの補正について〕
　また、上述したように表示画素（Ｂ）の階調レベルに基づき表示画素（Ａ）の階調レベ
ルを補正することは、特許文献２に記載されている彩度強調処理と共通する部分がある。
すなわち、特許文献２では、入力カラー映像信号に含まれる、Ｒ色信号、Ｇ色信号、およ
びＢ色信号の階調レベルをそれぞれ、Ｒ、Ｇ、およびＢとすると、入力カラー映像信号を
、
　Ｒ’＝Ｒ＋Ｋｒｇ（Ｒ－Ｇ）＋Ｋｒｂ（Ｒ－Ｂ）
　Ｇ’＝Ｇ＋Ｋｇｒ（Ｇ－Ｒ）＋Ｋｇｂ（Ｇ－Ｂ）
　Ｂ’＝Ｂ＋Ｋｂｒ（Ｂ－Ｒ）＋Ｋｂｇ（Ｂ－Ｇ）
　（ただし、Ｋｒｇ、Ｋｒｂ、Ｋｇｒ、Ｋｇｂ、Ｋｂｒ、およびＫｂｇは、正の定数また
は０以上の数値範囲内で変化する変数）
　で表される演算で得られるＲ’、Ｇ’、およびＢ’をそれぞれＲ色信号、Ｇ色信号、お
よびＢ色信号の階調レベルとすることが記載されている。
【０１３２】
　さらに、同文献においては、ＫｒｇおよびＫｒｂを、Ｒが中間調の階調レベルであると
きに最大となる一方、Ｒが白の階調レベルまたは黒の階調レベルであるときに最小となる
ように変化させ、ＫｇｒおよびＫｇｂを、Ｇが中間調の階調レベルであるときに最大とな
る一方、Ｇが白の階調レベルまたは黒の階調レベルであるときに最小となるように変化さ
せ、ＫｂｒおよびＫｂｇを、Ｂが中間調の階調レベルであるときに最大となる一方、Ｂが
白の階調レベルまたは黒の階調レベルであるときに最小となるように変化させることにつ
いても記載されている。
【０１３３】
　しかし、彩度強調の補正関数自体は画素間クロストークを考慮していない。一方、クロ
ストークの補正関数は隣接画素の階調を参照するものであり、彩度強調で用いられる関数
と同様の関数である。そこで、従来の彩度強調の補正に本願のクロストーク補正を合わせ
ることで低コストにてクロストークを低減することができる。すなわち、彩度強調とクロ
ストーク補正との両方を考慮したカラーバランスの適正化関数Ｈ（彩度強調処理の関数＋
クロストーク補正の関数）による表示品位の向上が従来の彩度強調と同程度のコストで得
られる。
【０１３４】
　この適正化関数Ｈの処理を、本実施形態のカラー表示装置１における彩度強調回路１０
に実行させる。
【０１３５】
　すなわち、上記彩度処理の演算式におけるＲ、Ｇ、Ｂ、Ｋｒｇ、Ｋｒｂ、Ｋｇｒ、Ｋｇ
ｂ、Ｋｂｒ、およびＫｂｇを、表示画素（Ａ）の階調レベルＬＡ、および表示画素（Ｂ）
の階調レベルＬＢ、および階調レベルＬＣを用いて表すことにより、以下のようにＦ（Ｌ
Ａ、ＬＢ）を設定できる。なお、階調レベルＬＣは、表示画素（Ａ）および表示画素（Ｂ
）が含まれる表示絵素における、表示画素（Ａ）および表示画素（Ｂ）以外の表示画素の
階調レベルである。
【０１３６】
　Ｆ（ＬＡ、ＬＢ）＝ｋＬＢ（ＬＡ－ＬＢ）＋ｋＬＣ（ＬＡ－ＬＣ）
　（ただし、ｋＬＢ、ｋＬＣはそれぞれ、ＬＢ、ＬＣの関数で、ＭＡＸを表示階調レベル
の最大値とした場合、ｋ（０）＝ある一定値、ｋ（ＭＡＸ）＝０、ｋ（ｐ）が極大値とな
るｐ（０＜ｐ＜２５５）が存在する）。
【０１３７】
　このように、従来の彩度強調処理と同様の処理においてクロストークを低減することが
できるので、従来の彩度強調処理を実行するプログラムを、表示装置内部または外部のコ
ンピュータに実行させれば、低コストにてクロストークを低減することができる。
【０１３８】
　〔３．表示パネルの配色例について〕
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　本実施形態の駆動方法を用いてより効率的にクロストークを低減するための、複数の表
示画素に対する配色例について、以下にいくつか説明する。なお、以下の配色例１～３は
、ＲＧＢの３色を各表示画素に配色するものであるが、シアン・マゼンタ・イエローの３
色を各画素に表示しても構わない。
【０１３９】
　　〔配色例１：ストライプ状の配色〕
　配色例１では、各ソースラインにより形成されるストライプに対応するように、複数の
表示画素に対してＲＧＢ色をストライプ状に配色する。
【０１４０】
　具体的には、図８に示すように、表示パネル７において、複数のソースラインＳｉ（ｉ
は整数）が互いに平行になるように配設されているとする。この場合において、配色例１
では、たとえば以下のように複数の表示画素の表示色を設定する。
【０１４１】
　すなわち、表示パネル７に含まれる表示画素、たとえば画素電極１１ａを、第１表示画
素として設定する。なお、画素電極１１ａは、表示パネル７に含まれる表示画素のうち任
意のものである。そして、画素電極１１ａがスイッチング素子１２ａを介して接続されて
いるソースライン（第１ソースライン）Ｓ１に、スイッチング素子を介してそれぞれ接続
されている複数の表示画素からなる配列を、第１表示画素配列として設定する。たとえば
、画素電極１１ｂ・１１ｃは、それぞれソースラインＳ１にスイッチング素子１２ｂ・１
２ｃを介して接続されているので、第１表示画素配列を構成する表示画素である。
【０１４２】
　さらに、第１表示画素配列を構成する複数の表示画素の表示色を、ＲＧＢの３色のうち
いずれか１色に設定する。たとえば、図８に示すように、第１表示画素配列を構成する画
素電極１１ａ・１１ｂ・１１ｃの表示色をＲ色に設定する。
【０１４３】
　また、画素電極１１ａを駆動するゲートラインＧ１により駆動されるとともに、画素電
極１１ａが寄生容量Ｃｓｄを介して接続されているソースライン（第２ソースライン）Ｓ
２にスイッチング素子１２ｄを介して接続されている画素電極１１ｄを、第２表示画素と
して設定する。そして、画素電極１１ｄがスイッチング素子１２ｄを介して接続されてい
るソースラインＳ２に、スイッチング素子を介して接続されている複数の画素からなる配
列を、第２表示画素配列として設定する。たとえば、画素電極１１ｅ・１１ｆは、それぞ
れソースラインＳ２にスイッチング素子１２ｅ・１２ｆを介して接続されているので、第
２表示画素配列を構成する表示画素である。
【０１４４】
　この第２表示画素配列については、ＲＧＢの３色から第１表示画素配列について設定さ
れた表示色を除く２色のうちいずれか１色を表示色として設定する。たとえば、図８に示
すように、第２表示画素配列を構成する画素電極１１ｄ・１１ｅ・１１ｆの表示色をＧ色
に設定する。
【０１４５】
　さらに、ソースラインＳ１とソースラインＳ２とが隣接する側とは反対側において、ソ
ースラインＳ２に隣接するソースライン（第３ソースライン）Ｓ３にスイッチング素子を
介して接続されている複数の表示画素からなる配列を、第３表示画素配列として設定する
。たとえば、図８に示すように、ソースラインＳ３にスイッチング素子１２ｇ・１２ｈ・
１２ｉのそれぞれを介して接続されている画素電極１１ｇ・１１ｈ・１１ｉは、第３表示
画素配列を構成する表示画素である。
【０１４６】
　そして、この第３表示画素配列については、ＲＧＢの３色のうち第１表示画素配列およ
び第２表示画素配列について表示色として設定されていない色を表示色として設定する。
たとえば、図８に示すように、第３表示画素配列を構成する画素電極１１ｇ・１１ｈ・１
１ｉの表示色を、Ｂ色に設定する。
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【０１４７】
　なお、第１表示画素配列、第２表示画素配列、第３表示画素配列の表示色は、上述した
例に限定されることはない。たとえば、第１表示画素配列をＲ色に設定した場合、第２表
示画素配列をＢ色に設定し、第３表示画素配列をＧ色に設定してもよい。
【０１４８】
　上記構成によれば、たとえば、ソースラインＳ２に入力される電圧に影響を受けて、画
素電極１１ａと画素電極１１ｄとの間でクロストークが発生する場合がある。
【０１４９】
　しかしながら、第１表示画素配列に含まれる複数の表示画素は、ＲＧＢ色のうちいずれ
か１色が表示色として設定されている。したがって、画素電極１１ａと画素電極１１ｄと
の間で、ユーザの視覚に大きく影響するようなクロストークが発生する場合であっても、
同様のクロストークが発生する箇所を第１表示画素配列内に適度に分布させることができ
る。したがって、カラー表示装置全体からみたクロストークレベルを低減し、表示装置に
よる表示のカラーバランスをより適正化できる。
【０１５０】
　　〔配色例２：斜め縞模様の配色〕
　配色例２では、以下のように複数の表示画素についてＲＧＢ色のいずれかを配色する。
配色例２を説明するにあたっては、表示装置に含まれる３つの表示画素からなる第１表示
画素グループ、および、該第１表示画素グループに含まれる３つの表示画素とは異なる３
つの表示画素からなる第２表示画素グループを、たとえば以下のように設定する必要があ
る。
【０１５１】
　すなわち、第１表示画素グループに含まれる３つの表示画素を、上記第１ゲートライン
により駆動されるとともに上記第２表示画素が寄生容量を介して接続されているソースラ
インにスイッチング素子を介して接続されている第３表示画素、上記第１表示画素、およ
び上記第２表示画素として設定する。たとえば、図９に示すように、画素電極１１ａが第
１表示画素、画素電極１１ｄが第２表示画素として設定されているならば、ゲートライン
（第１ゲートライン）Ｇ１により駆動されるとともに画素電極１１ｄが寄生容量Ｃｓｄを
介して接続されているソースラインＳ３にスイッチング素子１２ｇを介して接続されてい
る画素電極１１ｇが第３表示画素として設定される。
【０１５２】
　なお、このように同一のゲートラインにより駆動され、ゲートライン方向に互いに隣接
しあう３つの表示画素からなる集合を、特許請求の範囲および明細書で「表示絵素」とし
て表現している。また、１画素が複数のサブピクセルから構成されている場合、本明細書
の「表示画素」がサブピクセルに対応する文言であり、特許請求の範囲における「表示絵
素」とはサブピクセルの集合体に対応する文言といえる。
【０１５３】
　さらに、画素電極１１ａ・１１ｄ・１１ｇについて、ＲＧＢの３色のうちいずれか１色
による表示色を、画素間で互いに異なるように設定する。たとえば、図９に示すように、
画素電極１１ａをＲ色、画素電極１１ｄをＧ色、画素電極１１ｇをＢ色に設定する。
【０１５４】
　一方で、第２表示画素グループに含まれる３つの表示画素を、
　上記第１表示画素がスイッチング素子を介して接続されているソースラインと、上記第
１ゲートラインに隣接する第２ゲートラインとにスイッチング素子を介して接続されてい
る第４表示画素、
　上記第２表示画素がスイッチング素子を介して接続されているソースラインと、上記第
２ゲートラインとにスイッチング素子を介して接続されている第５表示画素、
　および上記第３表示画素がスイッチング素子を介して接続されているソースラインと、
上記第２ゲートラインとにスイッチング素子を介して接続されている第６表示画素として
設定する。たとえば、上述したように第１表示画素として画素電極１１ａが設定されてい
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るならば、画素電極１１ａがスイッチング素子１２ａを介して接続されているソースライ
ンＳ１と、ゲートラインＧ１に隣接するゲートラインＧ２（第２ゲートライン）とにスイ
ッチング素子１２ｂを介して接続されている画素電極１１ｂが第４表示画素として設定さ
れる。同様にして、画素電極１１ｅが第５表示画素として設定され、画素電極１１ｈが第
６表示画素として設定される。
【０１５５】
　さらに、上記第４表示画素について上記第３表示画素と同じ表示色、上記第５表示画素
について上記第１表示画素と同じ表示色、上記第６表示画素について上記第２表示画素と
同じ表示色を設定する。すなわち、図９に示すように、画素電極１１ａにＲ色、画素電極
１１ｄにＧ色、画素電極１１ｇにＢ色が設定されているならば、画素電極１１ｂにＢ色、
画素電極１１ｅにＲ色、画素電極１１ｈにＧ色を設定する。
【０１５６】
　あるいは、上記第４表示画素について上記第２表示画素と同じ表示色、上記第５表示画
素について上記第３表示画素と同じ表示色、上記第６表示画素について上記第１表示画素
と同じ表示色を設定してもよい。すなわち、図１０に示すように、画素電極１１ｂにＧ色
、画素電極１１ｅにＢ色、画素電極１１ｈにＲ色を設定してもよい。
【０１５７】
　なお、上述の例では、第１表示画素グループに含まれる３つの表示画素を、Ｒ色・Ｇ色
・Ｂ色の順番で配色する例について説明したが、配色の順番は、必ずしもこれに限定され
るものではない。たとえば、Ｒ色・Ｂ色・Ｇ色の順番で配色しても構わない。
【０１５８】
　上記構成によれば、以下の利点を得ることができる。すなわち、画素電極１１ａと画素
電極１１ｄとの間においてユーザの視覚に大きく影響するようなクロストークが発生する
場合、同様のクロストークが他の２つの表示画素間でも発生することがある。
【０１５９】
　しかしながら、上記構成によれば、同じソースラインで駆動されるとともに、第１表示
画素グループおよび第２表示画素グループのそれぞれに含まれる、３つの表示画素につい
て、ＲＧＢ色が異なる順番により表示色として設定されている。したがって、カラー表示
装置全体の色バランスを偏らせることなく均等に表示画素が配色されている。
【０１６０】
　よって、画素電極１１ａおよび画素電極１１ｄ以外の２画素間で視覚に影響を与えるク
ロストークが発生する箇所を、カラー表示装置内にバランスよく分散させることができる
。したがって、カラー表示装置全体からみたクロストークレベルを低減し、表示装置によ
る表示のカラーバランスをより適正化できる。
【０１６１】
　　〔配色例３：市松パターンの配色〕
　配色例３を説明するにあたっては、それぞれ３つの表示画素からなる第１表示画素配列
、第２表示画素配列、および第３表示画素配列を設定する必要がある。これらの表示画素
配列については、配色例１と同様に設定すればよい。たとえば、図１１に示すように、画
素電極１１ａ・１１ｂ・１１ｃを第１表示画素配列に含まれる表示画素として設定し、画
素電極１１ｄ・１１ｅ・１１ｆを第２表示画素配列に含まれる表示画素として設定し、画
素電極１１ｇ・１１ｈ・１１ｉを第３表示画素配列に含まれる表示画素として設定すれば
よい。
【０１６２】
　そして、配色例３においては、第２表示画素配列および第３表示画素配列に含まれる表
示画素について、ＲＧＢの３色から第１表示画素配列について設定された表示色を除く２
色が市松パターンとなるように表示色として設定される。たとえば、図１１に示すように
、第１表示画素配列に含まれる画素電極１１ａ・１１ｂ・１１ｃについてＲ色が設定され
ている場合においては、第２表示画素配列における画素電極１１ｄ・１１ｆおよび第３表
示画素配列における画素電極１１ｈをＧ色に設定し、第２表示画素配列における画素電極
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１１ｅおよび第３表示画素配列における画素電極１１ｇ・１１ｉについてＢ色を設定する
。なお、Ｂ色およびＧ色をこれとは逆に配置してもよい。
【０１６３】
　上記構成によれば、以下の利点を得ることができる。すなわち、ソースラインＳ２に入
力される電圧に影響を受けて、画素電極１１ａと画素電極１１ｄとの間でユーザの視覚に
大きく影響するようなクロストークが発生する場合がある。
【０１６４】
　しかしながら、第１表示画素配列に含まれる複数の表示画素が、ＲＧＢ色のうちいずれ
か１色が表示色として設定されているので、上記のようにユーザの視覚に大きく影響する
ようなクロストークが発生する場合であっても、同様のクロストークが発生する箇所を第
１表示画素配列内に適度に分布させることができる。
【０１６５】
　さらに、第２表示画素配列および第３表示画素配列に含まれる複数の表示画素について
は、ＲＧＢのうち２色が市松パターンとなるように表示色として設定されている。すなわ
ち、第２表示画素配列および第３表示画素配列においては、色バランスを偏らせることな
く均等に表示画素が配色されている。
【０１６６】
　したがって、第２表示画素配列および第３表示画素配列内で発生するクロストークの箇
所を、両画素配列内でバランスよく分散させることができる。よって、表示装置による表
示のカラーバランスをより適正化できる。第２配列または第３配列が１色で残り２つが市
松配列でも良い。
【０１６７】
　　〔配色例４：４色による配色〕
　配色例４では、たとえば、Ｒ色、Ｇ色、Ｂ色、およびホワイト色を第１～第４表示色と
した場合や、シアン、マゼンタ、イエロー、およびグリーンを第１～第４表示色として場
合において、該第１～第４表示色からなる４色を各表示画素に配色する。基本的な配色の
手法については、配色例１ないし配色例３と同様の手法を用いることができる。
【０１６８】
　すなわち、配色例１を用いて４色を配色する場合においては、以下のように第４表示画
素配列を設ける。つまり、第４表示画素配列を、第２ソースラインと第３ソースラインと
が隣接する側とは反対側において第３ソースラインに隣接する第４ソースラインにスイッ
チング素子を介して接続されている複数の表示画素からなるとともに、第１～第４表示色
のうち、第１～第３表示画素配列について表示色として設定されていない色が該複数の表
示画素の表示色となるように設定する。
【０１６９】
　たとえば、図８に示すように表示パネル７が構成されているとすると、ソースラインＳ
２とソースラインＳ３とが隣接する側とは反対側においてソースラインＳ３に隣接するソ
ースライン（図示せず）に、スイッチング素子を介して接続されている複数の表示画素を
第４表示画素配列として設定する。そして、その第４表示画素配列の表示色を、ホワイト
に設定する。
【０１７０】
　また、配色例２を用いて４色を配色する場合においては、以下のように第１表示画素グ
ループおよび第２表示画素グループを設定する必要がある。すなわち、図９に示すように
、第１表示画素グループに含まれる４つの表示画素は、
　上記第１ゲートラインにより駆動されるとともに上記第２表示画素が寄生容量のみを介
して接続されているソースラインにスイッチング素子を介して接続されている第３表示画
素、
　上記第１ゲートラインにより駆動されるとともに上記第３表示画素が寄生容量のみを介
して接続されているソースラインにスイッチング素子を介して接続されている第４表示画
素、
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　上記第１表示画素、
　および上記第２表示画素として設定する。たとえば、図９に示すように、画素電極１１
ａが第１表示画素、画素電極１１ｄが第２表示画素として設定されているならば、ゲート
ライン（第１ゲートライン）Ｇ１により駆動されるとともに画素電極１１ｄが寄生容量Ｃ
ｓｄを介して接続されているソースラインＳ３にスイッチング素子１２ｇを介して接続さ
れている画素電極１１ｇが第３表示画素として設定される。同様に、ゲートラインＧ１に
より駆動されるとともに画素電極１１ｇが寄生容量Ｃｓｄを介して接続されているソース
ラインＳ４にスイッチング素子１２ｊを介して接続されている画素電極１１ｊが第４表示
画素として設定される。
【０１７１】
　さらに、画素電極１１ａ・１１ｄ・１１ｇ・１１ｊについて、Ｒ，Ｇ，Ｂ，ホワイトの
４色のうちいずれか１色による表示色を、画素間で互いに異なるように設定する。たとえ
ば、図９に示すように、画素電極１１ａをＲ色、画素電極１１ｄをＧ色、画素電極１１ｇ
をＢ色、画素電極１１ｊをホワイトに設定する。
【０１７２】
　一方で、上記第２表示画素グループに含まれる４つの表示画素は、
　上記第１表示画素がスイッチング素子を介して接続されているソースラインと、上記第
１ゲートラインに隣接する第２ゲートラインとにスイッチング素子を介して接続されてい
る第５表示画素、
　上記第２表示画素がスイッチング素子を介して接続されているソースラインと、上記第
２ゲートラインとにスイッチング素子を介して接続されている第６表示画素、
　上記第３表示画素がスイッチング素子を介して接続されているソースラインと、上記第
２ゲートラインとにスイッチング素子を介して接続されている第７表示画素であり、
　上記第４表示画素がスイッチング素子を介して接続されているソースラインと、上記第
２ゲートラインとにスイッチング素子を介して接続されている第８表示画素として設定す
る。たとえば、上述したように第１表示画素として画素電極１１ａが設定されているなら
ば、画素電極１１ａがスイッチング素子１２ａを介して接続されているソースラインＳ１
と、ゲートラインＧ１に隣接するゲートラインＧ２（第２ゲートライン）とにスイッチン
グ素子１２ｂを介して接続されている画素電極１１ｂが第５表示画素として設定される。
同様にして、画素電極１１ｅが第６表示画素として設定され、画素電極１１ｈが第７表示
画素として設定され、画素電極１１ｋが第８表示画素として設定される。
【０１７３】
　さらに、上記第５表示画素については上記第４表示画素と同じ表示色、上記第６表示画
素については上記第１表示画素と同じ表示色、上記第７表示画素については上記第２表示
画素と同じ表示色、上記第８表示画素については上記第３表示画素と同じ表示色が設定す
る。すなわち、図９に示すように、画素電極１１ｂについてホワイト、画素電極１１ｅに
ついてＲ色、画素電極１１ｈについてＧ色、画素電極１１ｋについてＢ色を表示色として
設定する。
【０１７４】
　または、上記第５表示画素については上記第２表示画素と同じ表示色、上記第６表示画
素については上記第３表示画素と同じ表示色、上記第７表示画素については上記第４表示
画素と同じ表示色、上記第８表示画素については上記第１表示画素と同じ表示色を設定し
てもよい。すなわち、図１０に示すように、画素電極１１ｂについてＧ色、画素電極１１
ｅについてＢ色、画素電極１１ｈについてホワイト、画素電極１１ｋについてＲ色を表示
色として設定する。
【０１７５】
　また、配色例３を用いて４色を配色する場合においては、以下のように第４表示画素配
列を設ける。つまり、第２ソースラインと第３ソースラインとが隣接する側とは反対側に
おいて第３ソースラインに隣接する第４ソースラインにスイッチング素子を介して接続さ
れている複数の表示画素を、第４表示画素配列として設定する。
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【０１７６】
　そして、第２表示画素配列、第３表示画素配列、および第４表示画素配列に含まれる表
示画素は、上記第１表示色、上記第２表示色、上記第３表示色、および上記第４表示色か
ら上記第１表示画素配列について設定された表示色を除く３色が市松パターンとなるよう
に表示色を設定する。
【０１７７】
　たとえば、図１１に示すように表示パネル７が構成されているとすると、ソースライン
Ｓ２とソースラインＳ３とが隣接する側とは反対側においてソースラインＳ３に隣接する
ソースライン（図示せず）に、スイッチング素子を介して接続されている複数の表示画素
を第４表示画素配列として設定する。
【０１７８】
　そして、第２表示画素配列、第３表示画素配列、および第４表示画素配列に含まれる表
示画素は、第１表示色、第２表示色、第３表示色、および第４表示色から上記第１表示画
素配列について設定された表示色を除く３色が市松パターンとなるように表示色を設定す
る。
【０１７９】
　たとえば、図１１に示すように、第１表示画素配列に含まれる画素電極１１ａ・１１ｂ
・１１ｃについてＲ色が設定されているならば、第２表示画素配列に含まれる画素電極１
１ｄ～１１ｆ、第３表示画素配列に含まれる画素電極１１ｇ～１１ｉ、および第４表示画
素配列に含まれる表示画素（図示せず）については、Ｇ、Ｂ、ホワイト色が市松パターン
となるように表示色を設定する。
【０１８０】
　なお、「３色を市松パターンに配色する」とは、具体的には、配色例２と略同様の手順
により配色することを意味している。すなわち、たとえばＲＧＢ色の３色を市松パターン
で配色する場合、第２～第４表示画素配列に含まれる表示画素は、図９または図１０に示
す画素電極１１ａ～１１ｉのように表示色が設定される。つまり、ゲートラインを介して
隣接する表示絵素の配色を、ゲートラインを跨ぐ度にＲＧＢ・ＢＲＧ・ＧＢＲ…と変わる
ように変化させる（図９参照）。または、ゲートラインを跨ぐ度にＲＧＢ・ＧＢＲ・ＢＲ
Ｇ…と変わるように変化させる（図１０参照）。
【０１８１】
　このように、配色例１～配色例３と略同様の手法により、複数の表示画素に対して４色
を配色することも可能である。そして、このように４色を配色しても、配色例１～３と同
様の効果を得ることができる。
【０１８２】
　〔４．ソースラインと表示画素との接続態様について〕
　本実施形態の駆動方法を用いてより効率的にクロストークを低減するための、ソースラ
インと表示画素との接続態様について、以下に２つの例を紹介する。なお、以下の接続例
１、接続例２は、上述の配色例１～４のいずれにも適用可能である。
【０１８３】
　　〔接続例１：Ｌ字状部〕
　接続例１では、ソースラインに含まれる各ソースラインは、Ｌ字状部と逆Ｌ字状部とが
交互に繰り返されるように連結された形状にて配設する。つまり、図１２に示すように、
ソースラインＳ１を、Ｌ字状部Ｓ１ａと、逆Ｌ字状部Ｓ１ｂとが交互に繰り返されるよう
に連結された形状にて配設する。同様に、ソースラインＳ２を、Ｌ字状部Ｓ２ａと、逆Ｌ
字状部Ｓ２ｂとが交互に繰り返されるように、ソースラインＳ３を、Ｌ字状部Ｓ３ａと、
逆Ｌ字状部Ｓ３ｂとが交互に繰り返されるように配設する。
【０１８４】
　また、図１２において逆Ｌ字状部Ｓ１ｂに接続されている表示画素は、Ｌ字状部Ｓ１ａ
に接続されている表示画素よりも隣接するソースラインＳ２が長くなるので、ソースライ
ンＳ２との間に形成される寄生容量が大きくなる。そこで、ゲートラインＳ２およびゲー
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トラインＳ３に接続されている複数の表示画素に対して、Ｇ色とＢ色を市松パターンで配
色することにより、視感度の低いＢ色に大きなクロストークを集中させ、表示パネルのカ
ラーバランスの適正化することもできる。
【０１８５】
　　〔接続例２：ゲートラインを跨ぐごとに反転するように接続する〕
　接続例２では、複数のソースラインに含まれる各ソースラインに対してスイッチング素
子が接続されている方向が、上記複数のゲートラインに含まれる各ゲートラインを跨ぐ毎
に異なるように設定する。つまり、図１３に示すように、ソースラインＳ２に接続される
スイッチング素子１２ｄは、該ソースラインＳ２からみて右側の画素電極１１ｄと接続さ
れている。そして、スイッチング素子１２ｄと同様にソースラインＳ２に接続されるスイ
ッチング素子１２ｂは、該ソースラインＳ２からみて左側の画素電極１１ｂと接続されて
いる。
【０１８６】
　その他のソースラインＳ１・Ｓ３についても同様に、ソースラインに対するスイッチン
グ素子の接続方向が、ゲートラインＧ１・Ｇ２・Ｇ３…を跨ぐ度に、右、左、右、…とな
るように設定されている。
【０１８７】
　上述の接続例１および接続例２によれば、以下の効果を得ることができる。すなわち、
クロストークは、寄生容量と表示画素との間、すなわちソースラインと表示画素との間で
発生する。したがって、各ソースラインが互いに平行になるように配設されていると、ク
ロストークが発生する箇所がソースラインに沿って直線的に連続してしまい、カラーバラ
ンスが崩れることがある。
【０１８８】
　しかしながら、上記構成によれば、各ソースラインが、Ｌ字状部と逆Ｌ字状部とが交互
に繰り返されるように連結された形状にて配設されている。すなわち、各表示画素と各ソ
ースラインとの間に形成される寄生容量に偏りが生じる。したがって、クロストークが発
生する箇所を表示装置内で適度に分散させることができる。よって、表示装置による表示
のカラーバランスをより適正化できる。
【０１８９】
　〔５．プログラムについて〕
　上記の説明では、ＣＣＴ補正回路２（彩度強調回路１０）がハードウェアのみで実現さ
れている場合を例にして説明したが、これに限るものではない。該部材の全部または一部
を、上述した機能を実現するためのプログラムと、そのプログラムを実行するハードウェ
ア（コンピュータ）との組み合わせで実現してもよい。一例として、カラー表示装置１に
接続されたコンピュータにより、表示パネル７を駆動する際に使用されるデバイスドライ
バとして、ＣＣＴ補正回路２または彩度強調回路１０を実現してもよい。また、カラー表
示装置１に外付けされる変換基板として、ＣＣＴ補正回路２または彩度強調回路１０が実
現され、ソフトウェアなどのプログラムの書き換えによって、ＣＣＴ補正回路２または彩
度強調回路１０を実現する回路の動作を変更できる場合には、当該ソフトウェアを配布し
て、当該回路の動作を変更することによって、当該回路を、上記実施形態のＣＣＴ補正回
路２（彩度強調回路１０）として動作させてもよい。
【０１９０】
　これらの場合は、上述した機能を実行可能なハードウェアが用意されていれば、当該ハ
ードウェアに、上記プログラムを実行させるだけで、上記実施形態に係るＣＣＴ補正回路
２（彩度強調回路１０）を実現できる。
【０１９１】
　なお、本発明の表示装置の駆動方法では、複数のゲートラインと複数のソースラインと
が交差する部分のそれぞれに対応するように、表示画素およびスイッチング素子が配置さ
れた表示装置の駆動方法であって、第１表示画素への印加電圧を、他の第２表示画素への
印加電圧に基づき補正する一方、上記第２表示画素は、上記第１表示画素を駆動する第１
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ゲートラインと同一のゲートラインにより駆動されるものであり、上記第２表示画素がス
イッチング素子を介して接続されているソースラインは、上記第１表示画素が寄生容量を
介して接続されているソースラインと同じであってもよい。
【０１９２】
　このとき、上記第１表示画素の容量値をＣｐ、上記第２表示画素のスイッチング素子が
接続されたソースラインと上記第１表示画素とを接続する寄生容量の容量値をＣｓｄ、階
調レベルがｇの際に第１表示画素に印加される電圧をＵ（ｇ）、上記第２表示画素への印
加電圧をＵｇａｄ、黒色を表示する際に上記第１表示画素に印加される電圧をＵｂａｄと
したとき、Ｆ（ｇ）＝Ｃｓｄ・（Ｕｇａｄ－Ｕｂａｄ）／Ｃｐ・（Ｕ（ｇ＋１）－Ｕ（ｇ
））で示される補正値Ｆ（ｇ）を、上記第１表示画素の補正階調として出力することも可
能である。
【０１９３】
　また、所望の階調を表示するために上記第１表示画素に印加される電圧の実効値をＶａ
、上記第２表示画素に対する印加電圧をＶ（Ｂ）、上記第１表示画素のスイッチング素子
が接続されたソースラインと上記第１表示画素とを接続する寄生容量の容量値をＣｓｄａ
、上記第２表示画素のスイッチング素子が接続されたソースラインと上記第１表示画素と
を接続する寄生容量の容量値をＣｓｄｂ、上記第１表示画素を駆動するゲートラインと該
第１表示画素とを接続する寄生容量の容量値をＣｇｄ、上記第１表示画素に対応して設け
られる共通電極と該第１表示画素とを接続する寄生容量の容量値をＣｃｓ、上記ゲートラ
インに印加される電圧をＶｇ、上記共通電極に印加される電圧をＶｃ、上記第１表示画素
の容量値をＣｐとした場合に、Ｖ（Ａ）＝（Ｃｐ＊Ｖａ－Ｃｇｄ＊Ｖｇ－Ｃｓｄｂ＊Ｖ（
Ｂ）＋Ｃｃｓ＊Ｖｃ）／（Ｃｐ＋Ｃｓｄａ）で示される電圧Ｖ（Ａ）を、上記第１表示画
素に印加することも可能である。
【０１９４】
　さらに、本発明の表示装置の駆動方法では、複数のゲートラインと複数のソースライン
とが交差する部分のそれぞれに対応するように、表示画素およびスイッチング素子が配置
された表示装置の駆動方法であって、第１表示画素に入力される階調レベルをＬＡ、他の
第２表示画素に入力される階調レベルをＬＢ、上記ＬＡおよび上記ＬＢを入力値とする関
数をＦ（ＬＡ、ＬＢ）とした場合、上記第１表示画素への入力階調レベルが、Ｌout＝Ｌ
Ａ＋Ｆ（ＬＡ、ＬＢ）にて算出される階調レベルＬoutに補正されるよう、上記第１表示
画素への印加電圧を、上記第２表示画素への印加電圧に基づき補正する一方、上記第２表
示画素は、上記第１表示画素を駆動する第１ゲートラインと同一のゲートラインにより駆
動されるものであり、上記第２表示画素がスイッチング素子を介して接続されているソー
スラインは、上記第１表示画素が寄生容量を介して接続されているソースラインと同じで
あってもよい。
【０１９５】
　また、本発明の表示装置では、複数のゲートラインと複数のソースラインとが交差する
部分のそれぞれに対応するように、表示画素およびスイッチング素子が配置され、第１表
示画素への印加電圧が、他の第２表示画素への印加電圧に基づき補正され、上記第２表示
画素は、上記第１表示画素を駆動する第１ゲートラインと同一のゲートラインにより駆動
されるものであり、上記第２表示画素がスイッチング素子を介して接続されているソース
ラインは、上記第１表示画素が寄生容量を介して接続されているソースラインと同じであ
るとしてもよい。
【０１９６】
　〔実施形態のまとめ〕
　本発明の表示装置の駆動方法は、上記課題を解決するために、複数のゲートラインと複
数のソースラインとが交差する部分のそれぞれに対応してスイッチング素子と画素電極と
を含む表示画素が配置された表示装置の駆動方法であって、同一ゲートラインに接続され
た第１表示画素および第２表示画素につき、該第１表示画素に接続するソースラインに隣
接するとともに該第1表示画素の画素電極との間に寄生容量を形成するソースラインが、
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上記第２表示画素に接続しているものとして、上記第１表示画素への書き込み信号を、第
１表示画素への入力信号を第２表示画素への入力信号あるいは第２表示画素への書き込み
信号に基づいて補正した信号とすることを特徴としている。なお、ある表示画素がソース
ラインに接続しているとは、当該表示画素の画素電極がそのスイッチング素子を介してソ
ースラインに接続していることを意味する。
【０１９７】
　また、本発明の表示装置は、上記課題を解決するために、複数のゲートラインと複数の
ソースラインとが交差する部分のそれぞれに対応するように、複数のゲートラインと複数
のソースラインとが交差する部分のそれぞれに対応するように、表示画素およびスイッチ
ング素子が配置された表示装置であって、同一ゲートラインに接続された第１表示画素お
よび第２表示画素につき、該第１表示画素に接続するソースラインに隣接するとともに該
第1表示画素の画素電極との間に寄生容量を形成するソースラインが、上記第２表示画素
に接続されており、上記第１表示画素への書き込み信号が、第１表示画素への入力信号が
第２表示画素への入力信号あるいは第２表示画素への書き込み信号に基づいて補正された
信号とされていることを特徴としている。
【０１９８】
　複数のゲートラインと複数のソースラインとが交差する部分のそれぞれに対応してスイ
ッチング素子と画素電極とを含む表示画素が配置された表示装置では、表示画素（第１表
示画素）の画素電極の一部が、該表示画素（第１表示画素）に接続されたソースラインに
隣接するソースライン（第２表示画素に接続し、第２表示画素を駆動するソースライン）
と絶縁膜等を介して重畳する。この第１表示画素の画素電極と第２表示画素に接続するソ
ースラインとの重畳部分は寄生容量を形成することとなり、第１表示画素の画素電極電位
に影響を及ぼす。
【０１９９】
　そこで、上記構成おいては、第１表示画素への入力信号を、第２表示画素への入力信号
あるいは第２表示画素への書き込み信号に基づいて補正し、これを第１表示画素への書き
込み信号とする。すなわち、第１表示画素の画素電極および第２表示画素を駆動するソー
スライン間の寄生容量の影響を予め考慮した上で第１表示画素に対する書き込み信号を決
定する。その意味で、本発明は、第１表示画素への入力信号を第２表示画素への入力信号
（あるいは第２表示画素への書き込み信号）と上記寄生容量の容量値とに基づいて補正し
た信号を、上記第１表示画素への書き込み信号としているということもできる。なお、入
力信号とは表示装置に送られる各画素の生のままの階調データや電圧データであり、書き
込み信号とは、実際にソースラインへ与える印加電圧あるいは該印加電圧に対応する階調
である。上記第２表示画素の書き込み信号とは、第２表示画素の入力信号（電圧データあ
るいは階調データ）を補正した信号（電圧あるいは階調）である。
【０２００】
　このようにすれば、上記寄生容量が第１表示画素の画素電極（各画素電極）の電位を変
動させることで生じる表示階調と所望階調とのギャップ（クロストーク量）を大幅に低減
させることができ、表示品位の向上（カラーバランスの適正化）が可能となる。
【０２０１】
　さらに、上記駆動方法においては、
　上記第１表示画素の容量をＣｐ、
　上記第２表示画素が接続されたソースラインと上記第１表示画素の画素電極との間に形
成された寄生容量の容量値をＣｓｄ、
　入力信号階調のレベルがｇのときの第１表示画素への入力信号電圧をＵ（ｇ）、
　上記第２表示画素への入力信号電圧または書き込み信号電圧をＵｇａｄ、
　各表示画素の画素電極に対向する共通電極への印加電圧をＵｂａｄとするとき、
　Ｆ（ｇ）＝Ｃｓｄ・（Ｕｇａｄ－Ｕｂａｄ）／Ｃｐ・（Ｕ（ｇ＋１）－Ｕ（ｇ））で示
される補正階調Ｆ（ｇ）に第１表示画素への入力信号階調を加えたものを、上記第１表示
画素への書き込み信号階調とすることが好ましい。
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【０２０２】
　または、
　上記第１表示画素へ所望階調を表示するために実効電圧Ｖａが要求される場合には、
　上記第２表示画素に対する入力信号電圧または書き込み信号電圧をＶ（Ｂ）、
　上記第１表示画素が接続されたソースラインと該第１表示画素の画素電極との間に形成
された寄生容量の容量値をＣｓｄａ、
　上記第２表示画素が接続されたソースラインと上記第１表示画素の画素電極との間に形
成された寄生容量の容量値をＣｓｄｂ、
　上記第１表示画素に接続されたゲートラインと該第１表示画素の画素電極との間に形成
された寄生容量の容量値をＣｇｄ、
　上記第１表示画素に対応して設けられる蓄積容量電極と該第１表示画素のスイッチング
素子のドレイン電極との間に形成された寄生容量の容量値をＣｃｓ、
　上記ゲートラインへの印加電圧をＶｇ、
　上記蓄積容量電極への印加電圧をＶｃ、
　上記第１表示画素の容量をＣｐとして、
　Ｖ（Ａ）＝（Ｃｐ＊Ｖａ－Ｃｇｄ＊Ｖｇ－Ｃｓｄｂ＊Ｖ（Ｂ）＋Ｃｃｓ＊Ｖｃ）／（Ｃ
ｐ＋Ｃｓｄａ）で示される電圧Ｖ（Ａ）を上記第１表示画素への書き込み信号電圧として
もよい。
【０２０３】
　また、本発明の表示装置の駆動方法は、複数のゲートラインと複数のソースラインとが
交差する部分のそれぞれに対応してスイッチング素子および画素電極を含む表示画素が配
置された表示装置の駆動方法であって、同一のゲートラインに接続された第１表示画素お
よび第２表示画素につき、該第１表示画素に接続するソースラインに隣接するとともに該
第1表示画素の画素電極との間に寄生容量を形成するソースラインが、上記第２表示画素
に接続しているものとして、
　第１表示画素への入力信号階調のレベルをＬＡ、他の第２表示画素への入力信号階調の
レベルをＬＢ、上記ＬＡおよび上記ＬＢを入力値とする関数をＦ（ＬＡ、ＬＢ）とした場
合、
　上記第１表示画素への書き込み信号階調のレベルＬoutが、Ｌout＝ＬＡ＋Ｆ（ＬＡ、Ｌ
Ｂ）にて算出される階調レベルとなるように、上記第１表示画素への書き込み信号電圧を
、該第１表示画素の入力信号電圧を上記第２表示画素への入力信号電圧あるいは上記第２
表示画素への書き込み信号電圧に基づいて補正した電圧とすることを特徴としている。
【０２０４】
　上記構成によれば、上記第１表示画素への書き込み電圧信号を、該第１表示画素の入力
信号電圧を上記第２表示画素への入力信号電圧あるいは書き込み電圧信号に基づいて補正
する。このように、第１表示画素の画素電極および第２表示画素を駆動するソースライン
間の寄生容量の影響を予め考慮した上で第１表示画素に対する書き込み信号を決定するこ
とで、上記寄生容量が各画素電極の電位を変動させることによって生じる表示階調と所望
階調とのギャップ（クロストーク量）を大幅に低減することができ、表示品位を高めるこ
とができる
　さらに、信号電圧を示すアナログデータは、階調レベルを示すデジタルデータに対して
リニアに応答しないので、該アナログデータの処理には多くのビット数が必要となる。つ
まり、アナログデータである信号電圧のデータそのものを用いて第１表示画素への信号電
圧を補正する処理よりも、デジタルデータである階調レベルを用いて第１表示画素への信
号階調を補正する処理の方が簡略である。
【０２０５】
　したがって、上記構成によれば、簡易な処理にて、表示装置のカラーバランスを適正化
することができる。
【０２０６】
　さらに、上記構成の駆動方法においては、上記ＬＡが所定のしきい値より小さい場合、
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Ｆ（ＬＡ、ＬＢ）＝ｋ（ＬＡ－ＬＢ）と定義され（ただし、ｋ＞０）、上記ＬＡが当該し
きい値より大きい場合、Ｆ（ＬＡ、ＬＢ）は一定値を出力する関数として定義されること
が好ましい。
【０２０７】
　すなわち、クロストークを低減するためにＬＡに与えるべき補正値Ｆ（ＬＡ、ＬＢ）の
値は、ＬＡが所定のしきい値に達するまでは、ＬＡの値に応じて単調増加する。また、し
きい値を超えるＬＡについては、ＬＡとＦ（ＬＡ、ＬＢ）との間に明快な相関関係がなく
、刺激値の誤差率が低くなるので、一定値をＬＡに加えてＬoutを出力するというように
、比較的ラフな補正でクロストークは低減される。
【０２０８】
　したがって、上記のようにＦ（ＬＡ、ＬＢ）を定義すれば、簡略な処理においてＬout
を求めることができるというさらなる効果が奏される。
【０２０９】
　さらに、上記構成の駆動方法においては、０から最大階調レベルに含まれる整数から複
数の整数を抽出し、該複数の整数のそれぞれをＬＡとした場合におけるＦ（ＬＡ、０）の
値を、対応するＬＡの値と関連付けて予めルックアップテーブルに格納する一方、上記ル
ックアップテーブルに格納されていないＬＡを入力とするＦ（ＬＡ、ＬＢ）の値を、該ル
ックアップテーブルに格納されたＬＡの値と、該ＬＡの値に対応するＦ（ＬＡ、０）の値
と、Ｆ（ＬＡ、ＬＢ）＝０を満たすＬＡおよびＬＢの値と、に基づき補間することが好ま
しい。
【０２１０】
　上記構成によれば、ルックアップテーブルを用いてＦ（ＬＡ、ＬＢ）の値を求めること
ができるので、該ルックアップテーブルを表示装置の種類ごとに予め作成しておけば、表
示装置の種類に応じた適切なＦ（ＬＡ、ＬＢ）の値を求めることができる。
【０２１１】
　したがって、表示装置の種類に関わらず、クロストークを低減してカラーバランスを適
正化することができるというさらなる効果が奏される。
【０２１２】
　さらに、上記構成の駆動方法においては、ＬＡ＞ＬＢの場合、上記補間を直線補間によ
り行うことが好ましい。
【０２１３】
　すなわち、補間方法としては、直線による補間が最も簡略な方法であるので、上記構成
によれば、表示装置の種類に応じた適切なＦ（ＬＡ、ＬＢ）の値を簡易な処理にて求める
ことができるというさらなる効果が奏される。
【０２１４】
　さらに、上記構成の駆動方法においては、ＬＡ＜ＬＢの場合、Ｆ（ＬＡ、ＬＢ）＝０と
定義されていることが好ましい。
【０２１５】
　つまり、ＬＡ＜ＬＢの場合は、第１表示画素の階調レベルが低いので、ソースラインと
第１表示画素との間でクロストークが発生したとしても、そのクロストークが第１表示画
素の表示レベルに与える影響は小さくなる。すなわち、ＬＡ＜ＬＢの場合は、特に補正値
Ｆ（ＬＡ、ＬＢ）を求めなくてもよい。
【０２１６】
　よって、上記構成によれば、さらに簡易な処理にてクロストークを低減することができ
る。
【０２１７】
　さらに、本発明においては、複数のゲートラインと複数のソースラインとが交差する部
分のそれぞれに対応してスイッチング素子および画素電極を含む表示画素が配置された表
示装置の駆動方法であって、同一のゲートラインに接続し、第１、第２、および第３表示
色のそれぞれを表示する第１～第３表示画素につき、第１表示画素に接続するソースライ
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ンに隣接するとともに該第1表示画素の画素電極との間に寄生容量を形成するソースライ
ンが、上記第２表示画素に接続し、かつ、第２表示画素に接続するソースラインに隣接す
るとともに該第２表示画素の画素電極との間に寄生容量を形成するソースラインが、上記
第３表示画素に接続しているものとして、上記第１表示画素の入力信号階調をＬＡ、上記
第２表示画素の入力信号階調あるいは書き込み信号階調をＬＢ、および上記３表示画素の
入力信号階調あるいは書き込み信号階調をＬＣとした場合、
　Ｇ（ＬＡ、ＬＢ、ＬＣ）＝ｋＬＢ（ＬＡ－ＬＢ）＋ｋＬＣ（ＬＡ－ＬＣ）　（ただし、
ｋＬＢ、ｋＬＣはそれぞれ、ＬＢ、ＬＣの関数で、表示する階調レベルの最大値をＭＡＸ
とした場合、ｋ（０）＝ある一定値、ｋ（ＭＡＸ）＝０、ｋ（ｐ）が極大値となるｐ（０
＜ｐ＜２５５）が存在する）で表される補正階調Ｇ（ＬＡ、ＬＢ、ＬＣ）に第１表示画素
の入力信号階調ＬＡを加えた階調を、第１表示画素の書き込み信号階調とすることもでき
る。
【０２１８】
　なお、上記構成の駆動方法において、第１表示色としてＲ色、第２表示色としてＧ色、
第３表示色としてＢ色を用いることが可能である。
【０２１９】
　上記構成によれば、従来の彩度強調処理と同様の処理においてクロストークを低減する
ことができるので、従来の彩度強調処理を実行するプログラムを、表示装置内部または外
部のコンピュータに実行させれば、低コストにてクロストークを低減することができる。
【０２２０】
　さらに、上記構成の表示装置においては、上記複数のソースラインが互いに平行となる
ように配設されているとともに、第１表示色を表示する表示画素と、第２表示色を表示す
る表示画素と、第３表示色を表示する表示画素とから構成される表示絵素を用いて画像表
示を行い、以下の第１表示画素配列、第２表示画素配列、および第３表示画素配列が含ま
れていることが好ましい。
【０２２１】
　先ず、第１表示画素配列を、上記第１表示画素がスイッチング素子を介して接続されて
いる第１ソースラインにスイッチング素子を介して接続されている複数の表示画素からな
るとともに、上記第１表示色、上記第２表示色、および上記第３表示色のうちいずれか１
色が表示色として設定されているものとして構成する。
【０２２２】
　また、第２表示画素配列を、上記第２表示画素がスイッチング素子を介して接続されて
いる第２ソースラインにスイッチング素子を介して接続されている複数の表示画素からな
るとともに、上記第１表示色、上記第２表示色、および上記第３表示色のうち上記第１表
示画素配列について設定された表示色を除く２色のうちいずれか１色が表示色として設定
されているものとして構成する。
【０２２３】
　さらに、第３表示画素配列は、上記第１ソースラインと上記第２ソースラインとが隣接
する側とは反対側において上記第２ソースラインに隣接する第３ソースラインにスイッチ
ング素子を介して接続されている複数の表示画素からなるとともに、上記第１表示色、上
記第２表示色、および上記第３表示色から上記第１表示画素配列および上記第２表示画素
配列について表示色として設定されていない色が表示色として設定されているものとして
構成する。
【０２２４】
　上記構成のように第１～第３表示画素配列を設け、第１～第３の表示色を設定する手法
は、表示装置における複数の表示画素を配色するための一般的な手法として用いられてい
るものである。よって、上記構成によれば、一般的な表示装置において発生するクロスト
ークのレベルを低減し、表示装置による表示のカラーバランスを適正化できる。
【０２２５】
　さらに、上記構成の表示装置において、上記表示絵素がさらに第４表示色を表示する表
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示画素を備えてなるとともに、以下の第４表示画素配列をさらに含む構成としてもよい。
すなわち、第４表示画素配列を、上記第２ソースラインと上記第３ソースラインとが隣接
する側とは反対側において上記第３ソースラインに隣接する第４ソースラインにスイッチ
ング素子を介して接続されている複数の表示画素からなるとともに、上記第４表示色が表
示色として設定されているものとして構成してもよい。
【０２２６】
　また、上記構成の表示装置は、上記複数のソースラインが互いに平行となるように配設
されているとともに、第１表示色を表示する表示画素と、第２表示色を表示する表示画素
と、第３表示色を表示する表示画素とから構成される表示絵素を用いて画像表示を行い、
上記表示装置に含まれる３つの表示画素からなる第１表示画素グループ、および、該第１
表示画素グループに含まれる３つの表示画素とは異なる３つの表示画素からなる第２表示
画素グループについて、以下のように設定されていてもよい。
【０２２７】
　先ず、第１表示画素グループに含まれる３つの表示画素を、上記第１ゲートラインによ
り駆動されるとともに上記第２表示画素が寄生容量を介して接続されているソースライン
にスイッチング素子を介して接続されている第３表示画素、上記第１表示画素、および上
記第２表示画素として構成する。さらに、上記第１表示画素、上記第２表示画素、および
上記第３表示画素については、上記第１表示色、上記第２表示色、および上記第３表示色
のうちいずれか１色による表示色が互いに異なるように設定する。
【０２２８】
　上記第２表示画素グループに含まれる３つの表示画素は、
　上記第１表示画素がスイッチング素子を介して接続されているソースラインと、上記第
１ゲートラインに隣接する第２ゲートラインとにスイッチング素子を介して接続されてい
る第４表示画素、
　上記第２表示画素がスイッチング素子を介して接続されているソースラインと、上記第
２ゲートラインとにスイッチング素子を介して接続されている第５表示画素、
　および上記第３表示画素がスイッチング素子を介して接続されているソースラインと、
上記第２ゲートラインとにスイッチング素子を介して接続されている第６表示画素として
構成する。
【０２２９】
　そして、上記第４表示画素について上記第３表示画素と同じ表示色、上記第５表示画素
について上記第１表示画素と同じ表示色、上記第６表示画素について上記第２表示画素と
同じ表示色を設定する。または、上記第４表示画素について上記第２表示画素と同じ表示
色、上記第５表示画素について上記第３表示画素と同じ表示色、上記第６表示画素につい
て上記第１表示画素と同じ表示色を設定する。
【０２３０】
　上記構成によれば、以下のさらなる効果が奏される。すなわち、第２表示画素と第１表
示画素との間においてユーザの視覚に大きく影響するようなクロストークが発生する場合
、同様のクロストークが他の２つの表示画素間でも発生することがある。
【０２３１】
　しかしながら、上記構成によれば、同じソースラインで駆動されるとともに、第１表示
画素グループおよび第２表示画素グループのそれぞれに含まれる、３つの表示画素につい
て、第１表示色～第３表示色が異なる順番により表示色として設定されている。したがっ
て、表示装置全体の色バランスを偏らせることなく均等に表示画素が配色されている。
【０２３２】
　よって、第１表示画素および第２表示画素以外の２画素間で視覚に影響を与えるクロス
トークが発生する箇所を、表示装置内にバランスよく分散させることができる。したがっ
て、表示装置全体からみたクロストークレベルを低減し、表示装置による表示のカラーバ
ランスをより適正化できるというさらなる効果が奏される。
【０２３３】
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　さらに、上記構成の表示装置は、上記複数のソースラインが互いに平行となるように配
設されているとともに、第１表示色を表示する表示画素と、第２表示色を表示する表示画
素と、第３表示色を表示する表示画素と、第４表示色を表示する表示画素とから構成され
る表示絵素を用いて画像表示を行い、上記表示装置に含まれる４つの表示画素からなる第
１表示画素グループ、および、該第１表示画素グループに含まれる４つの表示画素とは異
なる４つの表示画素からなる第２表示画素グループについて、以下のように設定されてい
てもよい。
【０２３４】
　すなわち、第１表示画素グループに含まれる４つの表示画素を、上記第１ゲートライン
により駆動されるとともに上記第２表示画素が寄生容量のみを介して接続されているソー
スラインにスイッチング素子を介して接続されている第３表示画素、
　上記第１ゲートラインにより駆動されるとともに上記第３表示画素が寄生容量のみを介
して接続されているソースラインにスイッチング素子を介して接続されている第４表示画
素、
　上記第１表示画素、
　および上記第２表示画素として構成する。
【０２３５】
　さらに、上記第１表示画素、上記第２表示画素、上記第３表示画素、および上記第４表
示画素については、上記第１表示色、上記第２表示色、上記第３表示色、および上記第４
表示色のうちいずれか１色による表示色が互いに異なるように設定されている。
【０２３６】
　また、上記第２表示画素グループに含まれる４つの表示画素は、
　上記第１表示画素がスイッチング素子を介して接続されているソースラインと、上記第
１ゲートラインに隣接する第２ゲートラインとにスイッチング素子を介して接続されてい
る第５表示画素、
　上記第２表示画素がスイッチング素子を介して接続されているソースラインと、上記第
２ゲートラインとにスイッチング素子を介して接続されている第６表示画素、
　上記第３表示画素がスイッチング素子を介して接続されているソースラインと、上記第
２ゲートラインとにスイッチング素子を介して接続されている第７表示画素であり、
　上記第４表示画素がスイッチング素子を介して接続されているソースラインと、上記第
２ゲートラインとにスイッチング素子を介して接続されている第８表示画素として構成す
る。
【０２３７】
　そして、上記第５表示画素については上記第４表示画素と同じ表示色、上記第６表示画
素については上記第１表示画素と同じ表示色、上記第７表示画素については上記第２表示
画素と同じ表示色、上記第８表示画素については上記第３表示画素と同じ表示色が設定さ
れている。または、上記第５表示画素については上記第２表示画素と同じ表示色、上記第
６表示画素については上記第３表示画素と同じ表示色、上記第７表示画素については上記
第４表示画素と同じ表示色、上記第８表示画素については上記第１表示画素と同じ表示色
を設定する。
【０２３８】
　上記構成によれば、以下のさらなる効果が奏される。すなわち、第２表示画素と第１表
示画素との間においてユーザの視覚に大きく影響するようなクロストークが発生する場合
、同様のクロストークが他の２つの表示画素間でも発生することがある。
【０２３９】
　しかしながら、上記構成によれば、同じソースラインで駆動されるとともに、第１表示
画素グループおよび第２表示画素グループのそれぞれに含まれる、４つの表示画素につい
て、第１表示色～第４表示色が異なる順番により表示色として設定されている。したがっ
て、表示装置全体の色バランスを偏らせることなく均等に表示画素が配色されている。
【０２４０】
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　よって、第１表示画素および第２表示画素以外の２画素間で視覚に影響を与えるクロス
トークが発生する箇所を、表示装置内にバランスよく分散させることができる。したがっ
て、表示装置全体からみたクロストークレベルを低減し、表示装置による表示のカラーバ
ランスをより適正化できるというさらなる効果が奏される。
【０２４１】
　また、本発明の表示装置は、上記複数のソースラインが互いに平行となるように配設さ
れているとともに、第１表示色を表示する表示画素と、第２表示色を表示する表示画素と
、第３表示色を表示する表示画素とから構成される表示絵素を用いて画像表示を行い、以
下のように設定される第１表示画素配列、第２表示画素配列、および第３表示画素配列が
含まれているものとして構成してもよい。
【０２４２】
　先ず、第１表示画素配列を、上記第１表示画素がスイッチング素子を介して接続されて
いる第１ソースラインにスイッチング素子を介して接続されている複数の表示画素からな
るとともに、上記第１表示色、上記第２表示色、および上記第３表示色のうちいずれか１
色が表示色として設定されているものとして構成する。
【０２４３】
　さらに、第２表示画素配列は、上記第２表示画素がスイッチング素子を介して接続され
ている第２ソースラインにスイッチング素子を介して接続されている複数の表示画素から
なるものとして構成する。
【０２４４】
　さらに、第３表示画素配列は、上記第１ソースラインと上記第２ソースラインとが隣接
する側とは反対側において上記第２ソースラインに隣接する第３ソースラインにスイッチ
ング素子を介して接続されている複数の表示画素からなるものとして構成する。
【０２４５】
　そして、上記第２表示画素配列および上記第３表示画素配列に含まれる表示画素は、上
記第１表示色、上記第２表示色、および上記第３表示色から上記第１表示画素配列につい
て設定された表示色を除く２色が市松パターンとなるように表示色が設定する。
【０２４６】
　上記構成においては、たとえば、第２ソースラインに入力される電圧に影響を受けて、
第１表示画素と第２ソースラインとの間でユーザの視覚に大きく影響するようなクロスト
ークが発生する場合がある。
【０２４７】
　しかしながら、本発明において第１表示画素配列に含まれる複数の表示画素が、第１表
示色～第３表示色のうちいずれか１色が表示色として設定されているので、上記のように
ユーザの視覚に大きく影響するようなクロストークが発生する場合であっても、同様のク
ロストークが発生する箇所を第１表示画素配列内に適度に分布させることができる。
【０２４８】
　さらに、第２表示画素配列および第３表示画素配列に含まれる複数の表示画素について
は、第１表示色～第３表示色のうち２色が市松パターンとなるように表示色として設定さ
れている。すなわち、第２表示画素配列および第３表示画素配列においては、色バランス
を偏らせることなく均等に表示画素が配色されている。
【０２４９】
　したがって、第２表示画素配列および第３表示画素配列内で発生するクロストークの箇
所を、両画素配列内でバランスよく分散させることができる。よって、表示装置による表
示のカラーバランスをより適正化できるというさらなる効果が奏される。
【０２５０】
　さらに、上記構成の表示装置は、上記表示絵素がさらに第４表示色を表示する表示画素
を備えてなり、以下の第４表示画素配列をさらに含んでいるものとして構成してもよい。
【０２５１】
　すなわち、第４表示画素配列は、上記第２ソースラインと上記第３ソースラインとが隣
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接する側とは反対側において上記第３ソースラインに隣接する第４ソースラインにスイッ
チング素子を介して接続されている複数の表示画素からなるものとして構成する。さらに
、上記第２表示画素配列、上記第３表示画素配列、および上記第４表示画素配列に含まれ
る表示画素は、上記第１表示色、上記第２表示色、上記第３表示色、および上記第４表示
色から上記第１表示画素配列について設定された表示色を除く３色が市松パターンとなる
ように表示色が設定してもよい。
【０２５２】
　なお、上記構成の表示装置においては、上記第１表示色としてＲ色、上記第２表示色と
してＧ色、上記第３表示色としてＢ色を用いてもよい。あるいは、上記第１表示色として
シアン、上記第２表示色としてマゼンタ、上記第３表示色としてイエローを用いてもよい
。また、第４表示色として、ホワイトまたはグリーンのいずれかを用いてもよい。
【０２５３】
　さらに、上記構成の表示装置において、上記複数のソースラインに含まれる各ソースラ
インは、Ｌ字状部と逆Ｌ字状部とが交互に繰り返されるように連結された形状にて配設さ
れていることが好ましい。あるいは、複数のソースラインに含まれる各ソースラインに対
してスイッチング素子が接続されている方向が、上記複数のゲートラインに含まれる各ゲ
ートラインを跨ぐ毎に異なるように設定されていることが好ましい。
【０２５４】
　上述したように、クロストークは、寄生容量と表示画素との間、すなわちソースライン
と表示画素との間で発生する。したがって、各ソースラインが互いに平行になるように配
設されていると、クロストークが発生する箇所がソースラインに沿って直線的に連続して
しまい、カラーバランスが崩れることがある。
【０２５５】
　しかしながら、上記構成によれば、各ソースラインが、Ｌ字状部と逆Ｌ字状部とが交互
に繰り返されるように連結された形状にて配設されている。または、スイッチング素子が
接続されている方向が、各ゲートラインを跨ぐ毎に異なるように設定されている。したが
って、クロストークが発生する箇所を表示装置内で適度に分散させることができる。よっ
て、表示装置による表示のカラーバランスをより適正化できる。
【０２５６】
　また、本発明の表示装置は、複数のゲートラインと複数のソースラインとが交差する部
分のそれぞれに対応してスイッチング素子と画素電極とを含む表示画素が配置されたであ
って、第１ゲートラインおよび第１ソースラインと接続する第１表示画素に隣接する第２
ソースラインが、上記第２表示画素に接続しているものとして、第１表示画素への入力信
号を、第２表示画素への入力信号あるいは第２表示画素への書き込み信号と、上記第２ソ
ースラインおよび第１表示画素間に形成される寄生容量の容量値とに基づいて補正し、こ
れを第１表示画素の書き込み信号とする補正回路を備えることを特徴としている。上記第
２ソースラインおよび第１表示画素間に形成される寄生容量とは、例えば、第２ソースラ
インと第１表示画素の画素電極との間の寄生容量や第２ソースラインとスイッチング素子
の各電極（ドレイン電極等）との間の寄生容量である。
【０２５７】
　また、本発明の表示装置は、複数のゲートラインと複数のソースラインとが交差する部
分のそれぞれに対応してスイッチング素子と画素電極とを含む表示画素が配置された表示
装置であって、同一のゲートラインに接続された第１表示画素および第２表示画素につき
、該第１表示画素に接続するソースラインに隣接するとともに該第１表示画素との間に寄
生容量を形成するソースラインが、上記第２表示画素に接続しているものとして、第１表
示画素への入力信号を、第２表示画素への入力信号あるいは第２表示画素への書き込み信
号と、上記寄生容量の容量値とに基づいて補正し、これを第１表示画素の書き込み信号と
する補正回路を備えることを特徴としている。上記寄生容量とは、例えば、ソースライン
と第１表示画素の画素電極との間の寄生容量やソースラインと第１表示画素のスイッチン
グ素子の各電極（例えば、ドレイン電極）との間の寄生容量である。
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【０２５８】
　また、本発明のプログラムは、上記駆動方法をコンピュータに実行させることを特徴と
している。当該プログラムをコンピュータに実行させることにより、本発明の駆動方法と
同様の効果を得ることができる。
【０２５９】
　なお、上記した入力信号は入力信号データと考えることもできるし、書き込み信号は書
き込み信号データであると考えることもできる。また、上記各電圧の基準電位は接地電位
である。
【産業上の利用可能性】
【０２６０】
　本発明によれば、複数のソースラインと複数のゲートラインとを用いて表示画素を駆動
する方式の表示装置において、２つの表示画素間におけるクロストークを低減できる。し
たがって、本発明は、表示装置、特に液晶表示装置の色再現性を向上させるのに適してい
る。
【図面の簡単な説明】
【０２６１】
【図１】図２のカラー表示装置における表示パネルの構成を詳細に示す平面図である。
【図２】本発明の表示装置の一実施形態に係るカラー表示装置の構成を示すブロック図で
ある。
【図３】図１の表示パネルにおいて表示パターンが変化する状態を示す図である。
【図４】本来の白輝度と合成白輝度とを対比するための図である。
【図５】本来の白輝度に対する合成白輝度の刺激値の誤差率と、表示階調との関係を示す
グラフである。
【図６】補正階調レベルと表示階調との関係をプロットしたグラフである。
【図７】図６の補正階調レベルを表示画素（Ａ）の階調レベルに加えた場合における、表
示階調レベルＬＡと刺激誤差率との関係を示すグラフである。
【図８】配色例１を用いて図１の表示パネルを配色した状態を示す平面図である。
【図９】配色例２を用いて図１の表示パネルを配色した状態を示す平面図である。
【図１０】配色例２を用いて図１の表示パネルを配色した状態を示す平面図である。
【図１１】配色例３を用いて図１の表示パネルを配色した状態を示す平面図である。
【図１２】接続例１を用いて図１の表示パネルにおけるソースラインと表示画素とを接続
した状態を示す平面図である。
【図１３】接続例２を用いて図１の表示パネルにおけるソースラインと表示画素とを接続
した状態を示す平面図である。
【図１４】本発明の表示装置の他の実施形態に係るカラー表示装置の構成を示すブロック
図である。
【図１５】（ａ）は、従来の液晶表示装置における表示パネルの構成を示す図であり、（
ｂ）は、ゲートラインへ電圧を印加する状態を示す図である。
【図１６】（ａ）（ｂ）は、本発明のＣＣＴ補正回路の処理工程を示すブロック図である
。
【図１７】本発明の他のＣＣＴ補正回路の処理工程を示すブロック図である。
【符号の説明】
【０２６２】
１　カラー表示装置（表示装置）
２　ＣＣＴ補正回路（補正回路）
７　表示パネル
１０　彩度強調回路
１１　画素電極
Ａ　表示画素（第１表示画素）
Ｂ　表示画素（第２表示画素）
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Ｓ１　ソースライン
Ｓ２　ソースライン
Ｓ３　ソースライン
Ｇ１　ゲートライン
Ｇ２　ゲートライン
１２，１２ａ～１２ｉ　スイッチング素子
Ｃｓ　蓄積容量電極
Ｃｓｄ　寄生容量
Ｓ１ａ・Ｓ２ａ・Ｓ３ａ　Ｌ字状部
Ｓ１ｂ・Ｓ２ｂ・Ｓ３ｂ　逆Ｌ字状部

【図１】 【図２】
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(43) JP 4184334 B2 2008.11.19

【図１１】 【図１２】
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